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本
市
の
平
成
25
年
度
当
初
予
算
額
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
が
３
６
９
億
２
０
０
０

万
円
で
あ
り
、
前
年
度
に
比
べ
１・
９
％
の

増
、
特
別
会
計
の
合
計
が
、
前
年
度
比
０
・

１
％
増
の
１
８
０
億
６
６
９
２
万
９
千
円
、

水
道
事
業
会
計
は
収
益
的
支
出
で
０・
７
％

増
の
14
億
８
６
２
万
３
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
年
度
予
算
は
、
第
５
次
阿
南
市
総
合
計

画
「
し
あ
わ
せ
阿
南
２
０
２
０
」
の
基
本
理

念
に
沿
っ
て
、
当
面
す
る
課
題
で
あ
る
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備
え
、
教
育
施
設
の
耐

震
改
修
・
改
築
な
ど
防
災
・
消
防
体
制
の
整

備
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
、
衛
生
・
環
境
行

政
及
び
保
健
・
地
域
医
療
の
充
実
、
農
林
漁

業
の
振
興
及
び
生
活
関
連
道
路
、
公
共
下
水

道
等
の
整
備
な
ど
、
特
に
生
活
環
境
に
係
る

も
の
を
優
先
し
、
災
害
に
強
い
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
、
新
時
代
を

見
据
え
た
礎
と
な
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成

し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
改

革
を
積
極
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
輝
き
、
安

全
安
心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
阿
南
市

を
目
指
し
て
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

369億2,000万円
阿南市財政事情の公表に関する条例第２条の規定に基づ
き、平成 24年度及び平成 25年度に係る財政事情を公表
します。　� 平成 25年４月１日　阿南市長　岩浅嘉仁

平成25年度
一般会計
当初予算

《歳入の内訳》

《歳出の内訳》

市税
137億
2,750万円
（37.2％）

繰入金
25億2,019万円
（6.8％）

国庫支出金
58億558万円（15.7％）

県支出金
16億9,977万円

（4.6％）

地方交付税
35億3,500万円

（9.6％）

市債
65億8,450万円

（17.8%）

その他依存財源
12億4,586万円

（3.5％）

その他自主財源
18億160万円（4.8％）

■その他自主財源の内訳
分担金及び負担金� 4億6,759万円
使用料及び手数料� 4億9,937万円
財産収入� 824万円
寄附金� 1万円
繰越金� 1万円
諸収入� 8億2,638万円

■その他依存財源の内訳
地方譲与税� 3億3,800万円
利子割交付金� 2,600万円
配当割交付金� 3,400万円
株式等譲渡所得割交付金� 2,200万円
地方消費税交付金� 7億円
ゴルフ場利用税交付金� 3,000万円
自動車取得税交付金� 5,400万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金� 86万円
地方特例交付金� 3,100万円
交通安全対策特別交付金� 1,000万円

自
主
財
源
48
・８
％

依
存
財
源
51
・２
％

歳　入
369億

2,000万円

性
質
別
歳
出
１
０
０
％

目
的
別
歳
出
１
０
０
％

歳　出
369億

2,000万円

人　件　費� 74億6,203万円

物　件　費� 44億5,885万円

維持補修費� 3億2,711万円

扶　助　費� 56億6,826万円

補 助 費 等� 21億8,888万円

普通建設事業費� 105億1,672万円

災害復旧費� 1,853万円

公　債　費� 33億4,683万円

積　立　金� 3万円

貸　付　金� 6億8,150万円

繰　出　金� 22億2,126万円

予　備　費� 3,000万円

議　会　費� 3億3,363万円

総　務　費� 40億6,576万円

民　生　費� 95億7,985万円

衛　生　費� 86億5,861万円

労　働　費� 5,083万円

農林水産業費� 5億5,328万円

商　工　費� 3億974万円

土　木　費� 17億8,806万円

消　防　費� 14億7,182万円

教　育　費� 41億880万円

災害復旧費� 1,853万円

公　債　費� 33億4,683万円

諸 支 出 金� 26億426万円

予　備　費� 3,000万円

（20.2％）

（12.1％）

（0.9％）

（15.3％）

（5.9％）

（28.5％）

（0.1％）

（9.1％）

（0.0％）

（1.8％）

（6.0％）

（0.1％）

（0.9％） 

（11.0％）

（25.9％） 

（23.5％）

（0.1％） 

（1.5％）

（0.8％） 

（4.8％） 

（4.0％）

（11.1％） 

（0.1％）

（9.1％） 

（7.1％） 

（0.1％）

注：財政事情の表記の万円単位については端数処理を行っています。
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当初予算の主要事業

⒈　心地よく住みやすいまちをつくる
19億1,864万円

道�路・交通網等の整備…道路橋りょう新設・改
良、舗装
住宅の整備…春日野団地建設
下水道の整備…公共下水道整備、都市下水路整備
防�災・消防・防犯体制の整備…デジタル防災行政

無線整備、住まいの安全・安心リフォーム支援、
地域防災計画改定、津乃峰総合センター建設、
LED 防犯灯整備、自主防災組織育成、緊急消防
援助隊設備整備、消防施設整備、津波避難施設
整備補助
地�域情報化の推進…電算機器購入、電子自治体の

構築

⒉　健やかで笑顔のあるまちをつくる
94億8,414万円

地�域福祉の推進、保健・医療の充実…社会福祉事
業等活動費補助、各種予防接種、母子保健対策、
妊婦一般健康診査、妊婦訪問事業、女性特有の
がん検診等各種健康診査、不妊治療費助成、小
児慢性特定疾患児日常生活用具給付、自殺予防
対策緊急強化
高�齢者福祉・子育て支援・障がい者福祉の充実…

複合型サービス事業所整備、敬老会助成、高齢
者住宅改造促進事業、こどもセンター建設事業、
児童手当給付、未熟児養育医療費助成、こども
医療費助成、放課後児童クラブ運営、病児・病
後児保育、人工内耳電池費用助成、地域活動支
援センター運営事業費補助、障害者地域生活支
援、ファミリーサポートセンター運営助成事業

⒊　美しくひかり輝くまちをつくる　　　
　

　　  　　　　 60億2,405万円
環�境循環型社会の形成…住宅用太陽光発電システ

ム導入支援、生物多様性の現状調査、合併処理
浄化槽設置補助、電気式（乾燥式）生ごみ処理
機購入助成、環境総合調査
治山・治水の推進…急傾斜地崩壊対策
衛�生環境行政の充実…新ごみ処理施設建設、家庭

ごみ分別ガイドブック作成
公�園・緑化の推進…防災公園整備（津乃峰・ゆた

か野・富岡東部地区）、中心市街地活性化広場公
園整備（牛岐城趾公園を中心とした都市公園の
整備）

⒋　活力と夢を育むまちをつくる
　2億9,133万円

農�林漁業の振興…地域農業振興事業、有害鳥獣対
策、環境保全型農業直接支払交付金事業、森林
整備地域活動支援交付金事業、農業用施設整備、
経営所得安定対策、新規就農・経営継承総合支
援、耕作放棄地全体調査、沿岸漁業等振興事業
商�工業・観光の振興等…AMA 地域連携・交流事

業、光のまちづくり事業補助、「祭り」の活性化、
阿南風景百選、那賀川渇水対策協議会運営事業
補助、野球のまち阿南推進協議会補助、映画「モ
ンゴル野球青春記」上映 PR・記念交流、ゆるキャ
ラ公募制作
雇�用環境・消費者行政の充実…緊急雇用創出事

業、消費生活センター運営

⒌　豊かな心と学びのあるまちをつくる
19億6,767万円

生�涯学習環境の整備…ふるさと活性21活動補助、
公民館耐震改修
学�校教育の充実…中学校改築（阿南中・阿南一中・

那賀川中）、富岡小学校プール改築、小学校耐震
改修、中学校デジタル教科書整備、中学校パソ
コン整備、外国青年招致事業
人権の尊重…人権フェスティバル開催
男�女共同参画社会の推進…「日本女性会議〈男女共

同参画〉2013あなん」開催運営補助、女性のた
めの生き方なんでも相談
健�康増進・体力づくりと生涯スポーツの振興…屋

内多目的施設整備、体育施設整備（新野グラウ
ンドほか）、トップアスリート招致事業補助、こ
ども水泳講座開催
豊�かな歴史文化の継承と新しい文化の創造等…国

史跡「阿波遍路道」看板設置、郷土史編さん、
市民会館ほか自主事業

⒍　みんなで築くまちをつくる
51億5,865万円

市�民と行政との協働体制の推進…婚活応援事業、
市制施行55周年記念事業
広�域行政の推進 …定住自立圏共生ビジョン事業の

展開
効�率的な行政運営…庁舎建設、行政評価制度運用

支援業務委託、人事評価導入支援業務委託、東
京事務所運営
健全な財政運営…長期債の償還
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歳　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　出
区　　　　分 予　算　額 収入済額 区　　　　分 予　算　額 支出済額

市 税 145億2,020 131億6,513 議 会 費 3億3,066 3億1,069
地 方 譲 与 税 3億4,000 2億2,930 総 務 費 40億3,353 29億4,597
利 子 割 交 付 金 3,500 2,502 民 生 費 98億928 83億9,599
配 当 割 交 付 金 3,000 1,186 衛 生 費 74億3,751 25億6,543
株式等譲渡所得割交付金 800 0 労 働 費 6,613 4,820
地 方 消 費 税 交 付 金 7億1,000 5億156 農 林 水 産 業 費 6億181 3億9,194
ゴルフ場利用税交付金 3,100 2,126 商 工 費 2億7,376 2億728
自動車取得税交付金 7,000 3,973 土 木 費 24億1,612 11億8,998
国有提供施設等所在市町村助成交付金 106 95 消 防 費 25億8,079 9億6,045
地 方 特 例 交 付 金 3,200 3,108 教 育 費 62億8,569 35億248
地 方 交 付 税 39億6,071 34億8,116 災 害 復 旧 費 1億6,330 7,378
交通安全対策特別交付金 1,050 495 公 債 費 36億7,922 19億8,230
分 担 金 及 び 負 担 金 4億8,923 3億9,010 諸 支 出 金 38億6,040 27億8,491
使 用 料 及 び 手 数 料 4億8,899 3億9,349 予 備 費 2,500 0
国 庫 支 出 金 67億5,569 28億7,553 合　　　　計 415億6,320 253億5,940
県 支 出 金 17億6,358 1億9,228
財 産 収 入 1億803 1億7,127
寄 附 金 1億9,051 1億507
繰 入 金 20億9,628 1,670
繰 越 金 12億4,484 12億4,484
諸 収 入 9億1,728 1億2,733
市 債 77億6,030 640

合　　　　計 415億6,320 230億3,501

区　　　　分 平成24年度末現在高見込み 平成25年度末現在高見込み
見込額 構成比 見込額 構成比

⑴ 普 通 債 233億7,969 69.3 275億8,162 73.5 
1 総 務 14億2,501 4.2 18億4,653 4.9 
2 民 生 9億1,288 2.7 9億5,180 2.6 
3 衛 生 26億9,047 8.0 62億5,485 16.7 
4 農 林 水 産 12億3,008 3.6 10億4,917 2.8 
5 商 工 9,768 0.3 6,306 0.2 
6 土 木 78億5,988 23.3 74億633 19.7 
7 公 営 住 宅 14億9,302 4.4 14億2,697 3.8 
8 消 防 21億5,085 6.4 23億285 6.1 
9 教 育 55億1,982 16.4 62億8,006 16.7 

⑵ 災害復旧債 1億233 0.3 8,757 0.2 
1 単 独 災 害 141 0.0 85 0.0 
2 補 助 災 害 1億92 0.3 8,672 0.2 

⑶ そ の 他 102億7,676 30.4 98億6,805 26.3 
1 減収補てん債 8億1,250 2.4 6億8,750 1.8 
2 減税補てん債 9億8,022 2.9 7億7,500 2.1 
3 臨時税収補てん債 1億4,988 0.4 1億2,108 0.3 
4 一般会計出資債 4億4,476 1.3 4億3,231 1.2 
5 臨時財政対策債 78億8,753 23.4 78億5,216 20.9 
6 財政健全化債 187 0.0 0 0.0 
合 計 337億5,878 100.0 375億3,724 100.0 

■市債現在高の状況 ■市有財産の状況（平成24年度末見込み）

■市税負担の概況※
市税総額　137億2,750万円
　●１人当たりの税額� 177,636円
　●１世帯当たりの税額� 457,705円

■行政経費支出の概況※
　●１人当たりの支出額� 477,749円
　●１世帯当たりの支出額� 1,230,995円

（単位：万円・%）

区　分 土地（㎡） 建物（㎡）
行政財産 1,884,054 394,931
普通財産 44,521 1,308 

■基金の状況（平成24年度末現在高見込み）

財 政 調 整 基 金 121億4,984万円
減 債 基 金 31億6,955万円
特 定 目 的 基 金 91億7,721万円
定額資金運用基金 4億9,689万円

平成25年2月28日現在（単位：万円）

執行概況は、平成23年度繰越明許費を
含んでいます。

平成24年度一般会計予算の執行概況（予算は３月補正含む）

※�平成25年2月28日現在の人口（77,279人）、世帯数
（29,992世帯）より試算
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会　　計　　名 平成25年度
当初 A

平成24年度
当初 B

比　　　較
（A− B）

住 宅 新 築 資 金 等
貸 付 事 業 特 別 会 計 3,477 5,852 △2,375

加 茂 谷 財 産 区 運
営 事 業 特 別 会 計 36 37 △1

伊 島 財 産 区 運 営
事 業 特 別 会 計 162 157 5

国 民 健 康 保 険
事 業 特 別 会 計 81億7,800 81億400 7,400

加 茂 谷 診 療 所
事 業 特 別 会 計 9,100 8,800 300

伊島診療所事業特別会計 1,700 1,600 100

公共下水道事業特別会計 9億4,840 10億4,740 △9,900

介護保険事業特別会計 73億3,000 72億4,800 8,200

伊 島 地 区 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 711 696 15

学校給食事業特別会計 4億1,500 4億1,790 △290

奨 学 資 金 貸 付
事 業 特 別 会 計 1,357 973 384

春 日 野 地 域 下 水
道 事 業 特 別 会 計 3,250 2,888 362

羽 ノ 浦 農 業 集 落
排 水 事 業 特 別 会 計 1億2,110 1億2,340 △230

豊 香 野 地 区 生 活 排 水
処 理 事 業 特 別 会 計 450 440 10

後期高齢者医療特別会計 8億7,200 8億9,200 △2,000

区　　　　分 平成25年度
当初 A

平成24年度
当初 B

比　　　較
（A− B）

収 益 的
収　入 14億1,262 14億1,339 △77

支　出 14億862 13億9,881 981

資 本 的
収　入 3億2,554 4億202 △7,648

支　出 8億8,463 9億4,913 △6,450

平成24年度
現計予算 収入済額 支出済額

5,852 541 2,526

37 37 0

157 158 0

87億1,100 61億3,039 68億4,996

9,047 6,632 6,916

1,650 837 1,220

11億9,021 1億1,850 4億3,193

77億570 66億3,377 61億9,938

696 612 318

4億1,790 3億1,117 3億44

973 526 432

3,188 2,344 1,308

1億2,700 3,249 6,635

440 311 255

8億9,200 6億2,468 6億198

平成24年度
現計予算 収入済額 支出済額

14億1,339 11億3,687

13億9,881 8億6,417

4億202 195

9億4,913 2億8,231

執行概況は平成25年2月28日現在のもので、平成23年度繰越明許費を含んでいます。� （単位：万円）

執行概況は平成25年2月28日現在（単位：万円）

特別会計の状況（予算は３月補正含む）

水道事業会計の状況（予算は３月補正含む）
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阿南市職員の給与の現状

定
員
管
理
の
状
況

●
部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由

（
各
年
４
月
１
日
現
在
）

■一般行政職の級別職員数の状況 ■人件費の状況

■職員給与費の状況

■職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

■職員の初任給の状況

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般職（普通会計） 321,065円 43.11歳

区　分
阿南市 国

決定初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額

一
般
職

大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 184,200円

高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 148,500円

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一
般
職

大学卒 254,200円 305,900円 351,300円

高校卒 220,300円 258,200円 310,100円

扶養親族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親
族1人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳
の年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

平成24年度
一般会計３月補正後予算総額 393億9,000万円

注　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者 ・派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除く。

人件費
73億5,367万6千円
（18.7％）

（１人当たり給与費591万4千円）

給料
31億5,542万9千円	
(65.1%)		

期末勤勉手当
11億6,158万3千円

(24%)

その他
5億2,631万3千円

(10.9%)

平成24年度
一般会計3月補正後

給与費予算額
48億4,332万5千円

職員数
411人

1級
2級
3級

4級5級

6級
7級

定型的な業務を行う職務　38人

高度な知識または経験
を必要とする業務を行
う職務　19人

係長、主任の職務また
はこれに相当する職務
52人

困難な業務を分掌する係長、
主任の職務またはこれに相
当する職務　91人

課長補佐及び主査の職務
またはこれに相当する職
務　135人

参事及び課長及び主幹
の職務またはこれに相
当する職務　60人

部長の職務またはこれに相当
する職務　16人

職員数 対前年
増減数 主な増減理由平成23年 平成24年

一
般
行
政
部
門

議 会 6 6 ０
総 務 122 118 △４ 業務体制の見直しによる減
税 務 37 36 △１ 業務体制の見直しによる減
民 生 212 210 △２ 退職不補充及び業務体制の見直しによる減
衛 生 89 84 △５ 業務体制の見直しによる減
農 林 水 産 32 30 △２ 業務体制の見直しによる減
商 工 14 13 △１ 退職不補充による減
土 木 62 62 ０
小 計 574 559 △15

特
別
行

政
部
門

教 育 158 158 ０
消 防 103 102 △１ 退職不補充による減
小 計 261 260 △１

普 通 会 計 835 819 △16

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院 2 2 ０
水 道 25 24 △１ 業務体制の見直しによる減
下 水 道 12 12 ０
そ の 他 28 27 △１ 業務体制の見直しによる減
小 計 67 65 △２

合 計 902 884 △18
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●
定
員
適
正
化
目
標

　
阿
南
市
行
財
政
改
革
推
進
大
綱
を
指
針
と
し
て
、
事
務
の
合
理

化
、
効
率
化
の
推
進
に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
と
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
定
員
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

●
定
員
適
正
化
手
法
の
概
要

　
組
織
機
構
の
合
理
化
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
指
定
管
理
者
制

度
及
び
民
間
委
託
等
の
活
用
、
情
報
化
に
よ
る
事
務
処
理
の
効
率

化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
適
正
な
定
員
管
理
を
推
進
す
る
。

●
定
員
適
正
化
計
画
の
概
要

■住居手当の状況
■特別職の報酬月額等の状況

■職員の経験年数別平均給料月額の状況■期末、勤勉手当の状況（平成24年度支給割合）

■扶養手当の状況

■退職手当の状況（支給割合）

区　　分 内　　容
（支給月額）

国の制度
との異同

借
家
（
間
）

月額23,000円
以下の家賃

家賃から12,000円
を控除した額 同

月額23,000円
を超える家賃

27,000円を限度と
し算定した額 同

区　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一
般
職

大学卒 254,200円 305,900円 351,300円

高校卒 220,300円 258,200円 310,100円

期末手当 勤勉手当 職
制
上
の
段
階
、
職

務
の
級
等
に
よ
る
加

算
措
置
有

6月期 （1.025月分）
1.225月分

（0.875月分）
0.675月分

12月期 （1.175月分）
1.375月分

（0.875月分）
0.675月分

計 （2.2月分）
2.6月分

（1.75月分）
1.35月分

扶養親族 支給月額

配偶者 13,000円

子等配偶者以外の扶養親族 1人につき6,500円

配偶者のいない職員の扶養親
族1人目 11,000円

満16歳の年度始めから22歳
の年度末までの子

1人につき
5,000円を加算

（　）内は特定管理職員

注　⒈　計画期間は、平成24年～平成28年の５年間である。
　　⒉�　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画1年目以降５年目

までの職員増減数の累計を示す。
　　⒊　職員数は、各年４月１日現在。  

期末手当は年間2.95月分です。
（単位：万円）

勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度額

自己都合 23.5月分 33.5月分 47.5月分 59.28月分

勧奨・定年 30.55月分 41.34月分 59.28月分 59.28月分

90.9 72.4 65.2 35.0 48.2 42.8 39.9

市
長

副
市
長

教
育
長

政
策
監

議
長 副

議
長

議
員

（参考）
平成18年
職員数

平成23年
計画始期

平成24年
１年目

平成25年
2年目

平成26年
3年目

平成27年
4年目

平成28年
5年目

平成24年～
平成28年計

一 般
行 政

職員数 658 574 571 570 563 556 551 ―

増 減 △ 3 △ 1 △ 7 △ 7 △ 5 △ 23

教　育
職員数 177 158 157 155 156 156 155 ―

増 減 △ 1 △ 2 ＋ 1 0 △ 1 △ 3

消　防
職員数 101 103 105 105 105 105 105 ―

増 減 ＋2 0 0 0 0 ＋2

公 営
企 業
会計等

職員数 64 67 67 65 65 65 64 ―

増 減 0 △ 2 0 0 △ 1 △ 3

計
職員数 1,000 902 900 895 889 882 875 ―

増 減 △ 2 △ 5 △ 6 △ 7 △ 7 △ 27

区　分

部　門



阿
南
市
へ

●
車
い
す
１
台

県
南
軟
式
野
球
競
技
会
様
か
ら

●
金
27
万
６
４
８
８
円

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
様

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

協
定
」
に
基
づ
く
「
ま
ち
づ
く

り
協
力
金
」
と
し
て

阿
南
市
立
小
中
学
校
へ

●
防
災
関
係
図
書　

26
冊

阿
南
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
様
か
ら

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

橘
町
　
四
国
電
力
労
働
組
合
阿

南
火
力
支
部
青
年
部
様
か
ら

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
収
益

金
を
地
域
福
祉
事
業
活
動
資
金

と
し
て

　
以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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毎
年
、
阿
南
市
の
国
際
交
流
、
国

際
親
善
に
寄
与
し
た
功
績
に
対
し
、

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
す

る
留
学
生
に
市
長
感
謝
状
を
贈
呈
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
バ
ト
サ
イ
ハ
ン
・
バ
ト

ム
ン
フ
君
（
モ
ン
ゴ
ル
）、
イ
ラ
ッ

シ
ャ
ル
デ
ィ
ラ
・
ビ
ン
テ
ィ
・
バ
イ

ハ
キ
さ
ん
（
マ
レ
ー
シ
ア
）、
グ
エ

ン
・
ホ
ア
イ
・
ナ
ム
君
（
ベ
ト
ナ

ム
）
の
３
人
の
方
が
授
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

バ
ト
ム
ン
フ
君
、
バ
イ
ハ
キ
さ
ん

の
お
２
人
は
国
立
福
井
大
学
へ
、
ナ

ム
君
は
東
京
工
業
大
学
へ
進
学
し
、

さ
ら
に
学
問
を
究
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
母
国
を
離
れ
、
凌
雲
の
志
を

抱
き
、
研け

ん

鑽さ
ん

を
積
む
３
人
の
若
者
の

前
途
に
幸
多
か
れ
と
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
か
ね
が
ね
日
本
は
、

モ
ン
ゴ
ル
・
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
イ
ン

ド
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
・
マ
レ
ー

シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
各
国
と
親
密
な

外
交
関
係
を
築
い
て
い
く
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
国
々
の
位
置
を
見
る

と
、
対
中
国
包
囲
網
の
よ
う
に
見
え

ま
す
が
、
今
後
の
日
本
の
対
中
国
政

策
を
考
え
る
上
で
、
こ
れ
ら
親
日
的

国
家
群
と
き
ず
な
を
深
め
る
こ
と

は
、
戦
略
的
観
点
に
お
い
て
も
大
き

な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
政
治

（
外
交
）
は
血
を
流
さ
な
い
戦
争
、

戦
争
は
血
を
流
す
政
治
（
外
交
）
と

い
わ
れ
ま
す
が
、
日
本
は
、
四
面
環

海
の
島
国
国
家
の
視
点
を
捨
て
、
積

極
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
な
外
交
を

も
っ
と
展
開
し
て
い
く
べ
き
で
す
。

　

経
済
的
に
は
、
今
後
、
メ
コ
ン
経

済
圏
が
注
目
を
集
め
て
き
ま
す
。
東

南
ア
ジ
ア
の
メ
コ
ン
川
流
域
に
集
ま

る
カ
ン
ボ
ジ
ア
（
人
口
１
５
０
０
万

人
）、
ラ
オ
ス
（
６
０
０
万
人
）、
ミ
ャ

ン
マ
ー（
６
２
０
０
万
人
）、タ
イ（
６
４

０
０
万
人
）、ベ
ト
ナ
ム
（
８
９
０
０
万

人
）
の
５
カ
国
が
、
一
大
経
済
圏
と
し

て
大
発
展
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
５
カ
国
と
日
本
は
、
琉
球

（
沖
縄
）
を
窓
口
と
し
、
約
６
０
０
年

前
か
ら
交
流
が
あ
り
、
歴
史
的
に
も
深

い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
隣
国
中
国
の
一
挙
手
一
投

足
に
右
往
左
往
す
る
こ
と
な
く
、
中
国

の
背
後
に
あ
る
国
々
に
も
っ
と
目
を
向

け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生

を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
阿
南
工
業
高

等
専
門
学
校
さ
ん
の
功
績
は
、
日
本
へ

の
良
き
理
解
者
を
生
ん
で
い
た
だ
く
と

い
う
観
点
か
ら
も
、
大
変
大
き
な
も
の

が
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

〜
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
〜

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

平
成　

年
度
固
定
資
産
評
価 

 

証
明
書
等
の
発
行
時
期　
　

 

発
行
予
定
日

▼
固
定
資
産
評
価
証
明
書

　
４
月
１
日
㈪
～

▼
固
定
資
産
公
課
証
明
書

　
４
月
５
日
㈮
～

※
証
明
書
発
行
時
に
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
公
的
証

明
書
（
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿　

  
 （

土
地
・
家
屋
）
の
縦
覧 

　
平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
の
価

格
（
評
価
額
）
を
次
の
と
お
り
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

縦
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の

納
税
者
や
代
理
人

持
参
物
　
本
人
確
認
が
で
き
る
公

的
証
明
書
（
免
許
証
、保
険
証
等
）

と
印
鑑
。
代
理
人
の
場
合
は
委
任

状
も
必
要
で
す
。

手
数
料
　
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
は
無

料
。
ま
た
、
名
寄
帳
（
ご
自
身
が

納
税
義
務
者
と
な
っ
て
い
る
資
産

の
一
覧
表
）の
閲
覧
に
つ
い
て
も
、

縦
覧
期
間
中
は
手
数
料
が
無
料
と

な
り
ま
す
。（
※
コ
ピ
ー
代
は
１

枚
10
円
が
必
要
）

 

市
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
廃
止  

　
平
成
25
年
度
か
ら
、
市
県
民
税

の
普
通
徴
収
分
お
よ
び
固
定
資
産

税
の
前
納
報
奨
金
制
度
は
廃
止
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
税
務
課

（
☎
22
‐
１
１
１
４
）
へ

中華人民共和国 日本

モンゴル
カザフスタン

インド
ミャンマー

タイ

マレーシア

インドネシア

フィリピン
ベトナム

ナム君 バトムンフ君 バイハキさん
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４
月
か
ら

人
工
内
耳
用
電
池
の

助
成
が
始
ま
り
ま
す

助
成
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳

（
聴
覚
障
が
い
）
を
お
持
ち
で
人

工
内
耳
を
装
用
し
て
い
る
方

助
成
上
限
額
　
月
額
２
５
０
０
円

（
原
則
１
割
負
担
）

申
請
方
法
　
身
体
障
害
者
手
帳
、

印
鑑
、
業
者
の
見
積
書
、
人
工
内

耳
装
用
が
わ
か
る
書
類
を
持
参
の

う
え
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　

福
祉
課
（
☎
22
‐
１
５
９
２
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
１
８
１
３
）
へ

日
常
生
活
用
具
の
給
付
等

 

難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援 

　
難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
事

業
（
日
常
生
活
用
具
の
給
付
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
）

は
、
４
月
か
ら
「
障
害
者
総
合
支

援
法
」
に
含
ま
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
福
祉
課

（
☎
22
‐
１
５
９
２
）
へ

 

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児 

 

日
常
生
活
用
具
の
給
付 

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
（
障
害

者
総
合
支
援
法
等
の
施
策
の
対
象

と
な
ら
な
い
方
）
に
日
常
生
活
用

具
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
　
申
請
書（
保
健
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
）に
小
児
慢
性
特
定

疾
患
医
療
受
診
券
を
添
え
て
保
健

セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22
‐
１
５
９
０
）
へ

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

　
成
人
式
に
参
画
し
て
い
た
だ
け

る
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
内
容
　
▼
新
成
人
（
平
成
５

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
▼
市

民
ス
タ
ッ
フ
▼
高
校
生
ス
タ
ッ
フ

内
容
　
成
人
式
の
企
画
・
運
営（
会

議
は
５
回
程
度
を
予
定
）

申
込
締
切
日
　
４
月
18
日
㈭
　

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　

最
寄
り
の
公
民
館
ま
た
は
生
涯
学

習
課
（
☎
22
‐
３
３
９
１
）
へ

羽
ノ
浦
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

貸
館
業
務
の
一
部
変
更
の

お
知
ら
せ

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
羽

ノ
浦
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
羽
ノ

浦
支
所
西
側
）
３
階
ホ
ー
ル
の
使

用
を
廃
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
羽
ノ
浦
支
所
　

（
☎
44
‐
３
１
１
１
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用

し
、
自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

助
成
対
象
　
次
の
２
種
類
が
あ
り

ま
す
。

▼
市
の
活
性
化
お
よ
び
地
域
の
振

興
に
つ
な
が
る
市
民
の
自
発
的
な

活
動
（
地
域
イ
ベ
ン
ト
・
文
化
活

動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地
域
産
業
の
掘

り
起
こ
し
等
）

▼
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２
年

以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
か
ら

49
歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の

体
験
が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
方
）

申
請
方
法
お
よ
び
交
付
の
決
定

　
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ふ

る
さ
と
振
興
課
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

６
月
28
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
助
成
の
選
考
と
金
額
な

ど
、
詳
細
は
基
金
運
営
委
員
会
の

審
議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
ふ
る
さ
と
振
興

課
（
☎
22
‐
７
４
０
４
）
へ 

夏
季
ご
み
収
集
作
業
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　
本
年
６
月
か
ら
９
月
に
環
境
管

理
事
務
所
で
臨
時
的
に
勤
務
す
る

職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

業
務
内
容
　
家
庭
ご
み
収
集
業
務

応
募
資
格
　
昭
和
26
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

採
用
予
定
人
員
　
10
人

賃
金
　
日
額
９
５
０
０
円

勤
務
時
間
　
原
則
と
し
て
月
曜
日

～
金
曜
日
の
午
前
７
時
30
分
～
午

後
４
時
15
分

申
込
方
法
　
人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、
４

月
16
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

申
込
期
間
　
４
月
16
日
㈫
～
25
日

㈭
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

試
験
内
容
　
面
接
試
験
お
よ
び
体

力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日
　
５
月
12
日
㈰

※
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
等
は
目

的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は
　
人

事
課
（
☎
22
‐
１
１
１
２
）
へ

平
成
26
年

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
あ
な
ん
２
月
号
に
掲
載
し
ま
し

た
「
阿
南
市
消
防
団
長
表
彰
」
の
被
表

彰
者
の
お
名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
誤
　
湯
浅
裕
司

　
正
　
湯
浅
祐
司

人
権
教
育
・
啓
発

  

阿
南
市
に
お
け
る
人
権
教
育
お
よ
び   

  

人
権
啓
発
に
係
る
調
査
お
よ
び
研
究
に 

  

関
す
る
活
動
費
補
助
事
業　
　
　

   

　
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
の
た

め
に
行
う
人
権
教
育
・
啓
発
に
係

る
調
査
・
研
究
活
動
に
対
し
補
助

を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
自

ら
学
び
、
差
別
を
な
く
す
実
践
に

つ
な
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
　
実
施
主
体
の
自

主
的
な
企
画
に
よ
る
人
権
教
育
・

啓
発
に
係
る
調
査
・
研
究
活
動
を

目
的
と
し
た
事
業

申
請
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
30
日
㈫

補
助
金
の
交
付
対
象
、申
請
方
法
、

補
助
対
象
経
費
、
補
助
金
額
等
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

  

第
１
回
阿
南
市
人
権
教
育
・      

  

啓
発
市
民
講
座　
　
　
　

        

日
時
　
４
月
16
日
㈫
　
午
後
２
時

～
３
時
30
分

場
所
　
文
化
会
館
１
階
　
視
聴
覚
室

テ
ー
マ
　「
徳
島
赤
十
字
乳
児
院

の
子
ど
も
た
ち
」

講
師
　
徳
島
赤
十
字
乳
児
院
　
院

長
兼
事
務
長
　
佐
野
　
周
次
さ
ん

※
託
児
あ
り
（
要
申
込
み
：
４
月

９
日
㈫
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
は
　
人
権
・
男
女
参

画
課
（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ
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阿
南
の
加
茂
谷
鯉
ま
つ
り

開
催
期
間
　
４
月
22
日
㈪
～
５
月

11
日
㈯

イ
ベ
ン
ト
　
５
月
３
日
㈷
　
午
前

10
時
～
（
※
雨
天
順
延
）

場
所
　
深
瀬
町
河
川
敷

  

手
作
り
鯉
の
ぼ
り
コ
ン
テ
ス
ト  

  

作
品
大
募
集
！　
　
　
　
　
　

 

　
あ
な
た
の
作
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を

会
場
で
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
賞
者
に
は
景
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

出
品
規
定
　
大
き
さ
は
８
㍍
以
内

で
風
雨
に
強
い
素
材
を
使
用
す
る

こ
と

応
募
方
法
　
４
月
25
日
㈭
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
出
品
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
　
加
茂

谷
公
民
館
（
☎
25
‐
０
１
１
３
）

へ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室（
前
期
）

参
加
者
募
集

　
料
理
を
基
礎
か
ら
学
ん
で
、
家

事
を
担
う
き
っ
か
け
を
つ
く
り
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
５
月
７
日
㈫
・
14
日
㈫
・

21
日
㈫
・
28
日
㈫
・
６
月
４
日
㈫

の
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階
　
グ

ル
メ
ル
ー
ム

第
25
回

　
　
第
37
回

定
員
　
20
人

参
加
費
　
１
回
５
０
０
円
（
当
日

集
金
）

申
込
方
法
　
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
締
切
日
　
４
月
22
日
㈪
（
必

着
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　
富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３
　
男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22
‐
７
４
０
１
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22
‐
４
７
８
５
）
へ

　
　
成
人
大
学
受
講
生
募
集

受
講
資
格
　
学
習
意
欲
の
あ
る
人

講
座
内
容
　
別
表
の
予
定

募
集
定
員
　
１
３
０
人

※
定
員
以
上
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
開
講
通
知
の
案
内
を
も
っ
て

当
選
案
内
と
し
ま
す
。

期
間
　
５
月
23
日
㈭
～
平
成
26
年

２
月
18
日
㈫
　
午
後
７
時
～
８
時

場
所
　
ひ
ま
わ
り
会
館
ほ
か

受
講
料
　
年
間
１
５
０
０
円

※
調
理
実
習
、
現
地
研
修
な
ど
は

実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
フ
リ
ガ
ナ
、
電
話
番
号
、
携

帯
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
４

月
19
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
※
電
話
で
は
受
け
付
け

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４
‐
８
５
０
１
　

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３
　

生
涯
学
習
課

（
☎
22
‐
３
３
９
１
）
へ

　明谷自治協議会は、㈶自治総合セ
ンターの宝くじ受託事業収入を財源
とした「平成 24 年度コミュニティ
センター助成事業」から助成を受け、
明谷コミュニティセンターを建設し
ました。今後、地域のコミュニティ
活動の振興・発展の場として、大い
に活用されることを期待します。

問い合わせは　
ふるさと振興課（☎22‐7404）へ

講座 日　時 テーマ 場　所 内　容 講　師

第１回 5月23日㈭
18：30～ ◇開講式 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 那賀町長　坂口博文さん

第２回 6月12日㈬
19：00～ 健康 ひまわり会館

ふれあいホール ダニと病気の話 馬原医院院長　　　馬原文彦さん
ダニの資料館館長　藤田博己さん

第３回 ７月6日㈯
19：00～ 天文 ひまわり会館

ふれあいホール ＪＡＸＡ講演会 ＪＡＸＡ講師

第４回 9月18日㈬
19：00～ 文化 ひまわり会館

ふれあいホール 未　定 城満寺住職　田村航也さん

第５回 10月上旬 現地研修 和歌山県 未　定

第６回
11月17日㈰
10：00～
14：00～

調理実習 ひまわり会館
グルメルーム

バランスの摂れた
食事Ⅱ 食生活改善推進委員　井村玉惠さん

第７回 平成26年1月18日㈯
9：00～ 歴史・健康 未　定 市内史跡巡り 文化振興課　向井公紀さん

第８回 平成26年1月26日㈰
13：30～

生涯学習推進
大会参加 未　定 未　定 未　定

第９回 平成26年2月18日㈫
18：30～

人権
◇閉講式

ひまわり会館
ふれあいホール 手話演奏 つなぐ手たけのこ

副理事長　　　　中木敏子さん

平成25年度　阿南市成人大学講座実施計画



11 広報 あなん 2013.4

陽光きらめく海、新緑あざやかな山、清らかに流れる川
緑のじゅうたんから黄金色に変わる田園風景。
阿南市には四季折々、様 な々表情があります。
日々の暮らしから息づく人。
残したい、写したい、そっと大事にしたい。
魅力ある阿南の風景を写真を通して表現しませんか。

anan

阿
南
風
景
百
選

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

対
象
　
平
成
26
年
３
月
末
ま
で
に

浄
化
槽
設
置
工
事
を
完
成
で
き
る

方
。（
た
だ
し
、
す
で
に
着
工
さ

れ
て
い
る
方
な
ら
び
に
下
水
道
法

第
４
条
第
11
項
の
認
可
を
受
け
た

区
域
、
伊
島
地
区
生
活
排
水
処
理

事
業
区
域
、
春
日
野
地
域
下
水
道

事
業
区
域
、
豊
香
野
地
区
生
活
排

水
処
理
事
業
区
域
お
よ
び
羽
ノ
浦

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
第

４
条
に
規
定
す
る
処
理
区
域
は
除

き
ま
す
。
な
お
、
対
象
区
域
は
、

環
境
保
全
課
で
確
認
で
き
ま
す
。）

補
助
金
額
　
補
助
金
の
額
は
、
国

の
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助
金

基
準
額
に
基
づ
き
別
に
定
め
て
い

ま
す
。

【
参
考
】
平
成
24
年
度
実
績

▼
５
人
槽
／
33
万
２
千
円

▼
６
～
７
人
槽
／
41
万
４
千
円

▼
８
～
10
人
槽
／
54
万
８
千
円

申
請
期
間
　
４
月
１
日
㈪
～
11
月

29
日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）

交
付
者
の
決
定
　
申
請
順
に
予
算

の
範
囲
内
で
決
定
し
ま
す
。

申
請
方
法
　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
環
境
保
全
課
備
え
付
け
）
に
必

要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
浄
化
槽

設
置
工
事
が
始
ま
る
日
の
８
日
前

（
原
則
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

必
要
書
類

①�

浄
化
槽
設
置
届
出
書
ま
た
は
建

築
確
認
通
知
書
の
写
し

②
設
置
場
所
の
案
内
図

③�

浄
化
槽
設
置
費
の
見
積
書
の
写
し

④
浄
化
槽
の
構
造
図

⑤
浄
化
槽
の
配
置
配
管
図

⑥�

住
宅
等
を
借
り
て
い
る
方
は
賃

貸
人
の
承
諾
書

⑦�

登
録
証
の
写
し
お
よ
び
登
録
浄

化
槽
管
理
票
（
Ｃ
票
）

⑧�

浄
化
槽
設
備
士
免
状
お
よ
び
小

規
模
合
併
処
理
浄
化
槽
施
工
技

術
特
別
講
習
会
受
講
証
の
写
し

⑨�

機
能
保
証
制
度
に
基
づ
く
保
証

登
録
証
の
写
し

⑩�

浄
化
槽
法
第
７
条
お
よ
び
第
11

条
検
査
手
数
料
払
込
証
明
書

⑪�

補
助
金
交
付
申
請
者
本
人
の
最

新
の
納
税
証
明
書
（
市
区
町
村

が
発
行
す
る
も
の
）

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は
　
環
境

保
全
課
（
☎
22
‐
３
４
１
３
）
へ

●阿南署管内平成25年2月分合計　カッコ内は１月からの累計

交通事故

件 　 　 数 193件（410）

死 　 　 者 0人 （1）

負 傷 者 38人 （71）

救　　急
件 　 　 数 288件（605）

搬 送 人 員 266人（573）

火　　災
件 　 　 数 5件 （6）

損 害 額 0千円（1千円）

あぶない！こんなに事故が

○第6回西日本生涯還暦野球大会　
　20日㈯、21日㈰
　場所　市民グラウンド（新野除く）、那賀町・美波町の各球場等
○野球観光ツアー　
　28日㈰　TUBEライダーズ（大阪府）
　29日㈷　�ブルーインパルス（大阪府）　　　　　　　　　

レッドタイガース（大阪府）

問い合わせは　野球のまち推進課（☎ 22－1297）へ

平
成
25
年
度

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

ご
存
じ
で
す
か
「
安
心
メ
ー
ル
」

　
徳
島
県
警
察
本
部
で
は
、
地
域

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
子
ど

も
へ
の
声
か
け
事
案
、
不
審
者
情

報
、
犯
罪
情
報
な
ど
防
犯
に
役
立

つ
各
種
情
報
を
「
安
心
メ
ー
ル
」

と
し
て
携
帯
電
話
に
配
信
し
て
い

ま
す
。
メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
要
領
で
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

徳
島
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
安
心
メ
ー
ル
会
員
登
録
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
。

●�

ア
ド
レ
ス
に
直
接
ア
ク
セ
ス
し

て
登
録
す
る
。

http://w
w

w.ansin-m
ail.net

問
い
合
わ
せ
は
　
阿
南
警
察
署
　

（
☎
22
‐
０
１
１
０
）
へ

「阿南風景百選」作品募集
平成24年４月１日から平成25年3月31日までを撮影期間
としていた「阿南風景百選」の作品を募集します。
募集期間　４月１日㈪～19日㈮（必着）
募集作品　阿南市内の四季を題材にした４部門の写真
　▶春の風景（３月～５月）　▶夏の風景（６月～８月）
　▶秋の風景（９月～11月）　▶冬の風景（12月～２月）
※�応募点数は１人１部門３点以内で、デジタル作品の加

工および多重は不可とします。
応募方法　カラー印刷でＡ４版プリント（裁ち落ち）し
た写真を、郵送または持参してください。
審査員　写真家・木田英之さん、俳人・大高　翔さん
賞　大賞（各部門１点）には賞状と賞金10万円を、特別
賞（若干数）には賞状と賞金５万円を、入選には５千円
分の図書カードを贈呈します。
発表　５月中旬に入賞された方に通知します。
表彰　５月25日㈯に表彰式を開催する予定です。
応募先・問い合わせは　�〒774-8501 富岡町トノ町12番地３	

商工観光労政課（☎22‐3290）へ

4月の日程



市制施行55周年を記念して
さまざまな記念事業を実施します！

　本市は昭和33年５月１日に市制施行以来、市民の皆さまのご理解
とご支援をいただきながら着実な歩みを続け、今年で55周年を迎え
ることができました。これまで築いてきた歴史、文化、伝統、自然
を大切に守っていくとともに、本市のさらなる飛躍を祈念し、さま
ざまな記念事業を実施します。

問い合わせは　企画政策課（☎22‒3429）へ
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成功させよう！   全国大会 2013年
10月 「日本女性会議〈男女共同参画〉2013 あなん」

　
２
月
14
日
に
第
２
回
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

大
会
日
程
な
ど
の
協
議
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。

  

分
科
会
活
動
の
紹
介
⑶

  「
ま
ち
お
こ
し
」
分
科
会

�

日
下
　
旭
さ
ん
（
加
茂
町
）

　「
こ
の
ま
ち
を
ど
う
に
か
し
た
い
…
」
と
い
う

思
い
で
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
む
人
た
ち
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
そ
の
「
思
い
」
を
「
光
」
と
と
ら
え
、

地
域
で
暮
ら
す
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
再
生
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
テ
ー
マ
を
「
男ひ

と

と
女ひ

と

、
つ

な
い
で
灯
す
小
さ
な
光
、
拡
げ
て
い
く
の
も
男ひ

と

と

女ひ
と

」
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
イ
ベ
ン
ト
は
地
域
の
活
性
化
に
な
る

が
「
ま
ち
お
こ
し
」
へ
つ
な
が
る
に
は
多
く
の
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参

画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

24
‐
３
７
５
０
）
へ

 大会日程 
　10月11日㈮
　　13：30～16：00　分科会
　　17：30～19：30　交流会
　10月12日㈯
　　 9：30～10：00　開会式
　　10：00～10：30　基調講演
　　10：30～12：00　記念講演
　　12：00～13：30　�昼食・　　　　　

アトラクション
　　13：30～15：00　記念シンポジウム
　　15：00～15：30　閉会式
 場所 
　阿南市スポーツ総合センターほか

阿南市健康ゴルフコンペ
参加者募集

開催日　5月11日㈯
競技方法　ダブルペリア方式
プレーフィ　10,000円（昼食付）
競技参加費　  2,000円
※お1人様から参加できます。
※競技終了後、表彰式を行います。

申込み・問い合わせは
コート・ベール徳島ゴルフクラブ
（☎42―3441）へ

FM 徳島 阿南市 PR 番組
GO!GO! 阿南市わくわくラジオ
４月４日放送スタート !
毎週木曜日16：30~16：50

FM 徳島パーソナリティーの
近藤公美さんが、阿南市民の
横顔を紹介 ! ラジオを聞いて
リスナープレゼントを GET
しよう !

４月のゲスト
4日	 岩脇さくら祭り保存会　新田文一さん（羽ノ浦町）

　11日	 阿南市竹人形伝承会
	 松﨑　孝さん（阿南光のまちステーションプラザ）
　18日	 阿南光のまちづくり協議会　
　　　　	湯浅隆幸さん（阿南商工会議所）
　25日	 野球のまち阿南推進協議会　田上重之さん
　問い合わせは
　商工観光労政課（☎22―3290）へ

開催日 記　念　事　業
４月４日 ~
毎週木曜日16：30~

FM 徳島で阿南市 PR 番組を放送
「GO!GO! 阿南市わくわくラジオ（周波数80.7MHz）」

５月１日㈬ 市制施行55周年記念式典開催
記念講演　小説家・火坂雅志さん

５月５日㈷ NHK「のど自慢」公開放送

５月25日㈯ 記念シンポジウム開催
「大好きふるさと阿南を語ろう」

６月下旬 阿南市イメージアップキャラクターデザイン発表
（７月頃ネーミング）

７月27日㈯
28日㈰ 第17回西日本生涯野球大会（壮年）開催

８月１日㈭
　~ ４日㈰

「第１回野球のまち阿南
全日本学童軟式野球大会（こども甲子園）」開催

夏休み期間 子ども議会開催

５月11日㈯
９月23日㈷ 阿南市健康ゴルフコンペ開催

10月26日㈯ あなん図書館まつり2013開催

10月19日㈯
20日㈰ 「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」開催

未定 市政バスの運行



●応募資格　どなたでも
●�応募方法　はがき、封書または電子申請で、次の事

項を明記のうえ、ご応募ください。
　・トンネルおよび高架橋の名称（片方のみ可）
　・命名の理由
　・�住所、氏名（ふりがな）、年齢、職業または学校名、

電話番号
　〈郵送の場合〉
　　�〒779-1101 阿南市羽ノ浦町中庄なかれ16番地3

　阿南市特定事業推進課
　〈電子申請の場合〉
　　徳島河川国道事務所ホームページ
　　　http://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/
　　阿南市役所ホームページ
　　　http://www.city.anan.tokushima.jp
　　　（新着情報、注目情報よりアクセスできます。）

●表　彰
　・名付け親賞（トンネル、高架橋各1点）・敢闘賞 等
●その他
　・�既に現道等で存在しているトンネルや橋の名称は

対象外とします。
　・�応募作品に対する著作権および使用権は、国土交

通省に帰属するものとします。
　・�個人情報は、本案件のみに使用し、発表後は適切

に処分いたします。

●募集締切日　4月30日㈫　※当日消印有効
●�審査および発表　「阿南道路橘トンネル（仮称）およ

び江ノ浦高架橋（仮称）愛称審査委員会」において
厳正な審査のうえ、入賞作品を決定します。なお、
同じ名称の応募が複数ある場合は抽選で１人を決定
します。発表は平成25年内を予定しており、同事務
所および市ホームページに掲載し、入賞者に通知し
ます。

●問い合わせは
　徳島河川国道事務所工務第二課（☎088-654-9162）
　または、阿南市特定事業推進課（☎22-3197）へ
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「第 12 回全国歴史の道会議　徳島県大会」　 成功させよう！   全国大会

  

遍
路
道
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
広
報
あ
な
ん
11
月
号
で
「
か
も
道
（
一
宿
寺
か

ら
太
龍
寺
ま
で
の
旧
遍
路
道
）」
が
特
集
さ
れ
て

以
降
、
多
く
の
方
が
「
か
も
道
」
を
歩
い
て
い
ま

す
。
去
る
１
月
27
日
に
は
長
生
公
民
館
が
、
２
月

２
日
、
17
日
に
は
加
茂
谷
公
民
館
が
、
３
月
12
日

に
は
お
や
じ
の
何
で
も
塾
（
羽
ノ
浦
町
）
の
皆
さ

ん
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。
地
域
だ
け
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
参
加
が
あ
り
、
２
月
２
日
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

に
は
約
60
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
か
も

道
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
も
多
く
、
イ
ベ
ン
ト

以
外
で
も
歩
い
て
い
る
人
は
多
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。「
か
も
道
」
を
含
め
た
遍
路
道
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
現
在
は
、少
人
数
で
す
が
、体
制
を
整
え
て
も
っ

と
多
く
の
参
加
者
を
募
り
、
よ
り
広
く
よ
り
多
く

の
人
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
か
も
道
」
や
遍
路
道
沿
い
の
文
化
財

を
写
真
な
ど
で
紹
介
し
た
遍
路
道
マ
ッ
プ
（
阿
南

市
・
勝
浦
町
）
を
阿
南
市
文
化
会
館
に
て
配
布
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
　

文
化
振
興
課
（
☎
22
‐
１
７
９
８
）
へ

一般国道55号阿南道路「トンネル」および「高架橋」の名称を募集します !
　国土交通省では、一般国道55号阿南道路（津乃峰町西分～橘町大浦の1.7㎞）の平成25年度内の開通を
めざして、建設工事を進めています。開通に先立ち、その区間にある延長1,052ｍの「トンネル」と、そ
れに接続する延長約95ｍの「高架橋」の名称を募集します。地域になじみ、利用する方々に親しみを持っ
ていただける名前をつけたいと考えています。

トンネル
（津乃峰町～橘町）

「かも道」を歩くようす
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平
成
24
年
４
月
２
日
～
３
日
に

か
け
て
、
低
気
圧
が
日
本
海
で
急

速
に
発
達
し
、
各
地
に
風
に
よ
る

災
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
春
季

に
日
本
海
を
北
東
進
す
る
低
気
圧

が
急
発
達
す
る
こ
と
は
た
び
た
び

あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
低
気
圧
で

は
２
日
午
後
９
時
か
ら
３
日
午
後

9
時
ま
で
の
24
時
間
に
中
心
気
圧

が
42
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
も
低
下
す

る
と
い
う
、
非
常
に
ま
れ
な
事
例

と
い
え
ま
す
。

　

低
気
圧
か
ら
の
び
る
寒
冷
前
線

が
徳
島
県
を
３
日
昼
過
ぎ
に
通
過

し
、
阿
南
市
の
蒲
生
田
（
阿
南
市

に
設
置
し
て
い
る
ア
メ
ダ
ス
）
で

は
午
後
2
時
30
分
に
南
西
の
風
で

最
大
風
速
15
・
４
メ
ー
ト
ル
毎
秒
、

午
前
11
時
51
分
に
東
の
風
で
最
大

瞬
間
風
速
26
・
２
メ
ー
ト
ル
毎
秒

を
観
測
し
ま
し
た
。
こ
の
強
風
に

よ
り
、
阿
南
市
那
賀
川
町
で
非
住

家
１
棟
が
全
壊
、
同
市
椿
町
で
は

樹
木
が
電
線
に
倒
れ
て
接
触
し
た

た
め
、
９
０
０
世
帯
を
超
え
る
停

電
が
発
生
し
ま
し
た
。（
徳
島
県
・

四
国
電
力
調
べ
）

　

で
は
、
な
ぜ
こ
の
低
気
圧
は
急

速
に
発
達
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
下
の
天
気
図
の
よ
う
に

寒
冷
前
線
の
南
側
の
暖
か
く
湿
っ

た
空
気
と
寒
冷
前
線
の
北
側
の
冷

た
く
乾
い
た
空
気
が
ぶ
つ
か
り
あ

い
、
空
気
の
温
度
差
が
と
て
も
大

き
く
な
っ
た
た
め
、
急
激
に
発
達

し
た
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
春
の
強
風
の
特
徴

と
し
て
、
５
月
の
時
期
に
も
「
メ

イ
ス
ト
ー
ム
」
と
呼
ば
れ
る
非
常

に
強
い
風
を
吹
か
せ
る
低
気
圧
が

日
本
付
近
を
通
過
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
暴
風
や
高
波
、
大
雨
を

も
た
ら
し
、
局
地
的
に
落
雷
が
起

こ
っ
た
り
、
時
に
は
「
ひ
ょ
う
」

が
降
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

時
期
は
ち
ょ
う
ど
初
夏
の
暖
か
い

空
気
と
冬
の
冷
た
い
空
気
が
ぶ
つ

か
り
あ
う
た
め
、「
メ
イ
ス
ト
ー

ム
」
が
発
生
し
や
す
い
の
で
す
。

「
メ
イ
ス
ト
ー
ム
」
は
移
動
速
度

が
速
く
天
気
の
変
化
も
急
な
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

　

さ
わ
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ

５
月
で
す
が
、
特
に
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
で
海
や
山
へ
お
出
か
け
に
な
る

時
は
、
気
象
情
報
に
留
意
し
安
全

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�

徳
島
地
方
気
象
台
防
災
気
象
官　

西
谷
幹
生

　
今
月
か
ら
２
カ
月
に
１
回
、
防
災
に
関
す
る
自
然
災
害
等
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

　
近
い
将
来
に
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
」
や
津
波

の
ほ
か
、
台
風
・
集
中
豪
雨
・
竜
巻
等
の
自
然
災
害
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
、

阿
南
市
の
地
形
に
ち
な
ん
だ
情
報
を
提
供
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
防
災
対
策
に
関
す

る
予
備
知
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
日
常
生
活
に
役
立
て
る
内
容
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
第
１
回
は
、
春
先
に
発
生
し
や
す
い
「
強
風
」
に
つ
い
て
、
徳
島
地
方
気
象
台
防

災
気
象
官
の
西
谷
幹
生
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

⑴

●シリーズ

豆 知 識

昨
春
に
発
生
し
た
強
風
に
つ
い
て
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差
別
の
要
因
に
つ
い
て

　
　
　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
団

�

講
師
　
酒 

井 

勝 

治 

さ
ん

　「
差
別
」
と
い
う
の
は
固
定
観
念
や
偏

見
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。
そ
の
要
因
の
一

つ
に
日
本
古
来
の「
穢
れ（
ケ
ガ
レ
）」
思

想
が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
の
信
じ
て
い
る

「
穢
れ
」
と
は
、ど
の
よ
う
な
特
性
を
持
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
穢
れ
」
と
は
、

不
浄
、
つ
ま
り
悪
い
も
の
で
触
れ
て
は
い

け
な
い
も
の
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　
ま
た
、「
汚
れ
（
ヨ
ゴ
レ
）」
と
「
穢
れ
」

は
全
く
違
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
物
理
的

に
証
明
ま
た
は
確
定
で
き
る
の
が「
汚
れ
」

で
あ
り
、
感
覚
で
は
感
じ
る
の
だ
が
存
在

を
証
明
す
る
こ
と
も
確
定
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
も
の
を
「
穢
れ
」
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
穢
れ
の
種
類
も
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
病
気
や
死
、
出
産
、
さ
ら
に
は
風
雨

地
震
の
よ
う
な
天
災
、
鳥
や
虫
に
よ
る
災

い
、
狐こ

狸り

や
妖
怪
の
仕
業
と
さ
れ
て
い
た

不
可
思
議
な
災
い
、
犯
罪
や
刑
罰
に
関
す

る
も
の
な
ど
、
非
日
常
的
な
も
の
に
触
れ

る
こ
と
も
穢
れ
と
さ
れ
、
ま
た
そ
の
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
人
は
い
つ
頃
か
ら
穢
れ
を
信
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
大
和

朝
廷
が
成
立
し
た
と
き
に
は
既
に
、
日

本
人
に
浸
透
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
日
本
最
古
の
古
典
で
あ
る『
古
事
記
』

（
７
１
２
年
）
に
、「
罪
も
災
い
も
過
ち
も

同
じ
く
穢
れ
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
人
間
に
と
っ
て
良
く
な

い
も
の
す
べ
て
が
「
穢
れ
」
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
穢
れ
に
常
に
触
れ

て
い
る
と
、
穢
れ
が
ど
ん
ど
ん
蓄
積
し
て

い
っ
て
、
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
穢
れ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
た
人
た
ち
は
世
間
か
ら
隔
離
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
れ
が
差
別
の

構
図
で
す
。

　
つ
ま
り
、
穢
れ
を
信
じ
る
人
に
と
っ
て

は
、「
罪
も
災
い
も
過
ち
も
み
な
同
じ
く

穢
れ
で
あ
り
、悪
霊
の
仕
業
だ
と
考
え
る
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
固
定
観
念
や
偏
見
は
、
人
の
行
動
の
あ

ら
ゆ
る
側
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
し

か
し
、私
た
ち
は
そ
の
事
実
に
気
づ
か
ず
、

差
別
を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ

は
私
た
ち
が
差
別
の
要
因
を
正
し
く
理
解

し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
が
差
別
を
解
消
し
て
い
く
に
は
、
差
別

の
要
因
を
正
し
く
理
解
し
、
そ
し
て
社
会

に
は
び
こ
る
不
合
理
な
も
の
を
取
り
除
い

て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

 

ほ
ら
み
ん
な
外
は
晴
れ
よ

　
　
　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
団

�

講
師
　
美 

馬 

育 

子 

さ
ん

　「
ほ
ら
み
ん
な
外
は
晴
れ
よ
」
は
、
私

の
生
涯
で
た
っ
た
１
冊
自
費
出
版
し
た
本

の
題
名
で
す
。
久
々
に
ペ
ー
ジ
を
ひ
も
と

い
て
み
ま
し
た
。

　
教
育
者
と
し
て
の
出
会
い
や
失
敗
や
感

動
を
ま
と
め
た
25
年
前
の
著
書
で
す
が
、

そ
の
中
に
こ
ん
な
文
面
が
あ
り
ま
す
。

　「
子
ど
も
は
ま
さ
に
宝
石
で
あ
る
。
ど

ん
な
子
ど
も
も
す
べ
て
が
宝
石
で
あ
る
。

長
い
人
生
で
一
度
や
二
度
の
つ
ま
ず
き

で
、
人
間
の
価
値
な
ど
決
し
て
決
ま
り
は

し
な
い
。
ま
し
て
や
、
子
ど
も
の
頃
の
失

敗
な
ど
は
…
そ
の
宝
石
に
愛
を
与
え
内
か

ら
き
ら
き
ら
輝
か
す
の
は
大
人
の
愛
の
力

以
外
無
い
の
で
あ
る
。
私
は
信
じ
て
い
る

『
ほ
ら
み
ん
な
外
は
晴
れ
よ
』
に
書
け
た

少
年
も
、
書
け
な
か
っ
た
少
年
も
、
い
つ

か
必
ず
、
愛
を
注
げ
る
大
人
に
な
る
こ
と

を
。
少
年
た
ち
よ
、
外
へ
出
て
ご
ら
ん
。

胸
を
張
っ
て
青
空
の
下
を
歩
き
な
さ
い

よ
、
誰
に
遠
慮
も
い
ら
な
い
の
よ
、
あ
な

た
の
地
球
で
す
も
の
。
素
晴
ら
し
い
大
人

も
い
る
こ
と
を
信
じ
て
…
」

　
そ
の
答
え
は
、
彼
、
彼
女
た
ち
が
大
人

社
会
で
自
ら
の
生
き
方
の
中
で
応
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　
し
か
し
、
現
実
の
私
は
愛
す
る
側
の
大

人
で
人
生
も
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

愛
す
る
と
は
？
を
い
ま
だ
自
分
に
問
い
続

け
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
あ
る
研
修

会
で
堂
々
と
語
っ
て
い
る
一
人
の
女
性
と

出
会
い
ま
し
た
。

　「
私
は
40
年
間
人
権
に
つ
い
て
学
び
続

け
て
き
ま
し
た
。
今
私
は
学
ん
だ
こ
と
は 

あ
な
た
に
と
っ
て
何
だ
っ
た
の
か
と
自
問

自
答
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
ら
、
今
日

皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
け
る
こ
ん
な
優

し
い
私
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

と
。
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
私
の
目
か
ら

は
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
そ
う
か
、
愛
と

は
優
し
さ
で
あ
る
。
人
は
自
分
を
優
し
く

す
る
た
め
に
学
び
続
け
て
い
る
の
だ
と
再

確
認
で
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
も
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
今
年
10
月
、
阿
南
市
で
は
日
本
女
性
会

議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
、
私
た
ち
市
民
は

９
つ
の
分
科
会
で
語
り
合
い
、
意
見
を
出

し
合
い
、
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。
人
権

感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
愛
に
あ
ふ
れ
た
優

し
さ
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
阿
南
市
は
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
学
び
と
実
践
か
ら
と
信
じ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
阿
南
市
を
、
次
代
を

託
す
若
者
や
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
て
い
こ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ま
方
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま

す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり
⑵

問
い
合
わ
せ
は　

　
人
権
・
男
女
参
画
課

　（
☎
22
‐
３
０
９
４
）
へ
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６月 8日㈯　那賀川社会福祉会館
６月 9日㈰　羽ノ浦コスモホール
６月15日㈯　阿南市文化会館夢ホール
６月16日㈰　阿南市文化会館夢ホール
７月 7日㈰　阿南市文化会館夢ホール
　　　　　　　
　　　　　　　　　　

上映時間（各会場共通）

●販売場所　平惣書店　興南スポーツ　タダスポーツ　野球のまち阿南推進協議会　映画「モンゴル野球青春記」上映実行委員会

１回目　13：00～ 15：00（12：00開場）
２回目　16：00～ 18：00（15：30開場）
３回目　19：00～ 21：00（18：30開場）

阿南市先行上映日程（1日３回上映）

日本・モンゴル国交樹立40周年記念映画

原作：関根　淳　監督：武　正晴

ＪＡアグリあなんスタジアムで、平成10年に大阪市で行われた「第３回アジアAAA野球
選手権大会」の日本対モンゴル戦を再現するシーンの撮影が行われました。

　日本とモンゴルの国交が樹立して４０周年を記
念して、ミズノスポーツライター賞最優秀に輝い
た「モンゴル野球青春記」を映画化したものです。
　旧那賀川町が長年にわたり支援してきたモン
ゴルとの野球による交流が評価され、阿南市で
の撮影が実現しました。
　今、阿南市では、野球によるまちづくりに取り
組んでおり、この映画が全国で上映されることに
より、「野球のまち阿南」を広くＰＲできると考えて
います。

　平成５年、主人公・関根　淳（せきね　まこと）は、政治家の秘書・近藤隆行（阿南市出身）と
出会い、「モンゴルで野球を教えないか。」と誘われる。意気揚々とモンゴルに向かうが、当時
は社会主義から民主主義への移行期で、ウランバートルは騒然としていた。スリ、マンホー
ルチルドレン、失業者など、淳にとって初めて見る光景であった。野球をしている人は全く見
つからない。一般のモンゴルの人たちには「野球って何？」と聞かれる始末であった。
　途方に暮れること３カ月。ようやく野球をしているモンゴル人を見つける。しかし、みんな
が素人であった。野球のルールもわかっていなかった。さまざまな課題を抱えながらも、淳
はモンゴルの選手たちに野球を教えていく。さらにモンゴル野球の厳しい現実に直面する。
モンゴルで野球をやっても、プロリーグでないので生活ができないのだ。多くの選手たちは
貧しかった。しかも、モンゴルのオリンピック委員会は、野球よりサッカーに力を入れていた。
　そんな時、徳島県那賀川町（現在は阿南市）の人々がウランバートルに野球場を建設する
ことになり、その熱意に後押しされながら、ピッチャーを日本に留学させるための行動を起
こす。
　そして、ついに日本で行われるＡＡＡアジ
ア選手権にモンゴルチームが参加できるよ
うになるまでに育て、当時、最強のチームと
いわれた松坂大輔のチームと淳は対戦す
ることとなるのであった。
　

あらすじ

■問い合わせは　野球のまち阿南推進協議会　映画「モンゴル野球青春記」上映実行委員会
　阿南市役所野球のまち推進課内（☎22-1297）へ

製作協力券（前売入場券）　大人　1000円　　小人　500円 （小学生・中学生）

平成25年

JR阿波橘駅前

牛岐城趾公園 モンゴル平原を駆ける選手たち

撮影風景

　「
稽け

い

古こ

は
つ
ら
い
け
れ
ど
、本
番
が
終
わ
っ

た
時
の
達
成
感
が
好
き
」

　
阿
南
市
民
劇
団
「
夢
創
」
の
中
心
的
役

者
の
一
人
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
三
村
悠
莉

さ
ん
が
、
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
俳
優
を
め

ざ
し
て
、
恩
師
の
鎌
田
真
由
美
さ
ん
（
東

京
都
在
住
）
の
も
と
で
新
た
な
人
生
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。「
夢
創
」
の
卒
業
生
と
し

て
は
初
め
て
の
挑
戦
だ
。

　
将
来
の
夢
は
、
劇
団
四
季
に
入
る
こ
と
。

「
多
く
の
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
俳
優

に
な
り
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
習
っ
て
い
た
小
学
３
年

の
時
、
母
の
勧
め
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
始
め

た
。「
最
初
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

友
達
が
で
き
、
格
好
い
い
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。」

と
は
に
か
む
。
次
第
に
の
め
り
込
ん
だ
。

　
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
で
養
わ
れ
た
リ
ズ
ム
感
と

舞
台
度
胸
で
入
団
以
来
、７
作
品
に
出
演
。

昨
年
10
月
に
上
演
さ
れ
た
「
夢
見
竹
の
か

く
れ
ん
ぼ
」
で
は
、
主
役
と
し
て
迫
真
の

演
技
で
観
客
を
魅
了
し
た
。「
舞
台
に
立
つ

と
、
自
然
と
ス
イ
ッ
チ
が
入
る
ん
で
す
」。

ほ
と
ば
し
る
情
熱
を
舞
台
に
ぶ
つ
け
る
三

村
さ
ん
だ
が
、
普
段
は
感
情
を
大
き
く
出

す
こ
と
は
な
い
。
舞
台
に
立
つ
彼
女
を
見

た
先
生
や
友
人
は
、「
ま
る
で
別
人
の
よ
う
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
。「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
お
か

げ
で
、
少
し
ず
つ
自
分
を
出
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」。

　
思
い
出
の
作
品
は
「
夢
つ
む
ぎ
の
詩
」。

上
演
さ
れ
た
３
回
の
う
ち
２
回
に
出
演
し
、

「
浜
辺
の
唄
」
を
ソ
ロ
で
歌
う
子
役
や
転

校
生
役
を
演
じ
た
。
高
校
受
験
を
機
に
、

３
年
余
り
夢
創
の
活
動
か
ら
離
れ
て
い
た

た
め
、
３
回
目
の
気
仙
沼
復
興
支
援
合
同

ミュ
ー
ジ
カ
ル
は
客
席
か
ら
舞
台
を
支
え
た
。

「
入
団
し
て
以
来
、『
夢
創
』
の
舞
台
を

客
席
か
ら
見
る
の
は
初
め
て
で
し
た
」。
震

災
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
、
前
向
き
に
生

き
て
い
こ
う
と
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に

心
を
熱
く
し
た
三
村
さ
ん
。「
見
る
よ
り
も

舞
台
に
立
ち
た
い
―
。
舞
台
か
ら
離
れ
て

み
て
、
初
め
て
自
分
の
素
直
な
気
持
ち
に

気
づ
い
た
ん
で
す
」。
忘
れ
か
け
て
い
た
熱

い
思
い
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

　
高
校
３
年
の
夏
、
大
学
か
、
専
門
学
校

か
、
鎌
田
さ
ん
の
も
と
か
、
選
択
を
迫
ら

れ
た
が
、「
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
私
た
ち

の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
鎌
田
さ
ん
の
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
」
と
、
恩
師
の
も
と

を
選
ん
だ
。
思
え
ば
、
鎌
田
さ
ん
が
「
夢

創
」
の
振
り
付
け
師
と
し
て
着
任
し
た
の

と
時
を
同
じ
く
し
て
入
団
。
ふ
と
し
た
偶

然
で
交
わ
っ
た
二
人
の
人
生
。
不
思
議
な

縁
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
劇
団

四
季
の
名
作
「
コ
ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
」
の
舞
台

に
立
っ
て
い
た
あ
こ
が
れ
の
人
の
も
と
で
指

導
を
受
け
る
。
想
像
し
た
だ
け
で
背
筋
が

伸
び
る
思
い
が
し
た
。

　
秋
公
演
終
了
後
、
思
い
切
っ
て
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
た
。「
ち
ゃ
ん
と
面
倒
を
み

て
あ
げ
る
か
ら
…
」
と
、
恩
師
は
笑
っ
て

抱
き
し
め
て
く
れ
た
。
あ
ふ
れ
出
た
涙
は
、

こ
れ
か
ら
厳
し
い
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
へ

の
さ
さ
や
か
な
覚
悟
だ
っ
た
。

　「
す
べ
て
基
本
か
ら
や
り
直
す
。
自
分
に

足
り
な
い
も
の
を
い
か
に
手
に
入
れ
ら
れ
る

か
。
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
を
才
能
と
す
る

な
ら
、
持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
で
開
花
さ
せ
て

ほ
し
い
」。
鎌
田
さ
ん
か
ら
は
主
に
演
技
指

導
を
受
け
る
。
週
５
日
３
時
間
の
濃
密
な

稽
古
に
加
え
、
発
声
、
滑
舌
、
歌
、
役
づ

く
り
は
別
メ
ニ
ュ
ー
。「
授
業
料
は
自
分
で

稼
げ
」
が
鎌
田
さ
ん
の
教
え
。
当
分
、
稽

古
と
バ
イ
ト
づ
け
の
日
々
が
続
く
。
掃
除
、

洗
濯
、
自
炊
、
慣
れ
な
い
都
会
生
活
を
前

に
「
だ
ん
だ
ん
億お

っ

劫く
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。」

と
苦
笑
す
る
。

　
東
京
に
は
「
夢
創
」
の
思
い
出
の
品
々

も
持
っ
て
行
く
。
実
は
、
三
村
さ
ん
は
、

自
分
が
出
演
し
た
作
品
の
ビ
デ
オ
を
あ
え

て
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。「
自
分
の
下

手
な
演
技
を
わ
ざ
わ
ざ
振
り
返
る
な
ん

て
、
と
斜
に
構
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
今

は
違
う
。
自
分
に
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
研

究
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の

世
界
で
は
個
性
が
あ
る
役
者
が
好
ま
れ
ま

す
。
控
え
め
な
性
格
だ
け
に
、
相
当
頑
張

ら
な
い
と
い
け
な
い
か
も
」。

　
３
月
１
日
、
思
い
出
多
き
学
び
舎
を
後

に
し
た
。
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
祝

福
す
る
か
の
ご
と
く
、
春
一
番
が
背
中
を
押

す
。「
頑
張
り
よ
、ま
た
見
に
行
く
け
ん
な
」。

友
人
の
励
ま
し
が
心
に
す
っ
と
し
み
込
ん

だ
。「
夢
創
」で
芽
生
え
た
「
夢
」
を
紡
ぎ
、

そ
し
て
叶
え
よ
う
と
す
る
18
歳
が
、
花
の

都
で
挑
戦
の
春
を
迎
え
る
。

恩師のもとでプロをめざす18歳
輝く
阿南人

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
が
私
の
居
場
所

三
村 

悠
莉 

さ
ん

Y u r i   M i m u r a

Profile
みむら ゆり （18歳・那賀川町出身・東京都在住）
４歳からジャズダンスを習い始め、小学３年生に阿南市民劇団「夢創」に入団。
通算で７年間在籍し、７作品に出演。「夢つむぎの詩2006」、「夢見竹のかくれ
んぼ」で主役を務める。尊敬する人はミュージカル俳優の市村正親さん。好
きな言葉は情熱（＝パッション）。「パッションは受難という意味を併せ持つこ
とから、つらいことでも乗り越えていく情熱を持ちたい」という市村さんの言
葉に共感を抱く。夢は劇団四季に入ること。
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６月 8日㈯　那賀川社会福祉会館
６月 9日㈰　羽ノ浦コスモホール
６月15日㈯　阿南市文化会館夢ホール
６月16日㈰　阿南市文化会館夢ホール
７月 7日㈰　阿南市文化会館夢ホール
　　　　　　　
　　　　　　　　　　

上映時間（各会場共通）

●販売場所　平惣書店　興南スポーツ　タダスポーツ　野球のまち阿南推進協議会　映画「モンゴル野球青春記」上映実行委員会

１回目　13：00～ 15：00（12：00開場）
２回目　16：00～ 18：00（15：30開場）
３回目　19：00～ 21：00（18：30開場）

阿南市先行上映日程（1日３回上映）

日本・モンゴル国交樹立40周年記念映画

原作：関根　淳　監督：武　正晴

ＪＡアグリあなんスタジアムで、平成10年に大阪市で行われた「第３回アジアAAA野球
選手権大会」の日本対モンゴル戦を再現するシーンの撮影が行われました。

　日本とモンゴルの国交が樹立して４０周年を記
念して、ミズノスポーツライター賞最優秀に輝い
た「モンゴル野球青春記」を映画化したものです。
　旧那賀川町が長年にわたり支援してきたモン
ゴルとの野球による交流が評価され、阿南市で
の撮影が実現しました。
　今、阿南市では、野球によるまちづくりに取り
組んでおり、この映画が全国で上映されることに
より、「野球のまち阿南」を広くＰＲできると考えて
います。

　平成５年、主人公・関根　淳（せきね　まこと）は、政治家の秘書・近藤隆行（阿南市出身）と
出会い、「モンゴルで野球を教えないか。」と誘われる。意気揚々とモンゴルに向かうが、当時
は社会主義から民主主義への移行期で、ウランバートルは騒然としていた。スリ、マンホー
ルチルドレン、失業者など、淳にとって初めて見る光景であった。野球をしている人は全く見
つからない。一般のモンゴルの人たちには「野球って何？」と聞かれる始末であった。
　途方に暮れること３カ月。ようやく野球をしているモンゴル人を見つける。しかし、みんな
が素人であった。野球のルールもわかっていなかった。さまざまな課題を抱えながらも、淳
はモンゴルの選手たちに野球を教えていく。さらにモンゴル野球の厳しい現実に直面する。
モンゴルで野球をやっても、プロリーグでないので生活ができないのだ。多くの選手たちは
貧しかった。しかも、モンゴルのオリンピック委員会は、野球よりサッカーに力を入れていた。
　そんな時、徳島県那賀川町（現在は阿南市）の人々がウランバートルに野球場を建設する
ことになり、その熱意に後押しされながら、ピッチャーを日本に留学させるための行動を起
こす。
　そして、ついに日本で行われるＡＡＡアジ
ア選手権にモンゴルチームが参加できるよ
うになるまでに育て、当時、最強のチームと
いわれた松坂大輔のチームと淳は対戦す
ることとなるのであった。
　

あらすじ

■問い合わせは　野球のまち阿南推進協議会　映画「モンゴル野球青春記」上映実行委員会
　阿南市役所野球のまち推進課内（☎22-1297）へ

製作協力券（前売入場券）　大人　1000円　　小人　500円 （小学生・中学生）

平成25年

JR阿波橘駅前

牛岐城趾公園 モンゴル平原を駆ける選手たち

撮影風景
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３
月
議
会
が
３
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の
18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

３
月
定
例
市
議
会　

市
長
所
信

  

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
工
事

　
工
場
棟
の
建
屋
全
体
が
見
え
る
状
況
ま
で

進
捗
し
て
お
り
、
１
月
に
は
併
設
す
る
管
理

啓
発
棟
の
建
設
工
事
に
着
手
し
、
現
在
、
そ

の
基
礎
工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
２
月
末
時
点
で
の
進
捗
率
は
、
建
築
と
プ

ラ
ン
ト
の
ト
ー
タ
ル
で
約
45
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
年
11
月
の
試

運
転
開
始
、
平
成
26
年
４
月
の
稼
働
を
見
据

え
な
が
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
遅
延
が
生
じ

な
い
よ
う
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
方
々
に
関
心
や
親
し
み
を

も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
広
く
施
設
の
名

称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
県
外
か
ら
の
38
人

を
含
む
１
３
１
人
か
ら
、
合
計
１
８
０
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
選
考
は
、
庁
内
で
組

織
す
る
「
新
ご
み
処
理
施
設
名
称
審
査
委
員

会
」
に
お
い
て
、
施
設
の
イ
メ
ー
ジ
に
マ
ッ

チ
し
た
５
件
を
候
補
と
し
て
選
ん
だ
後
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
、
阿
南
第
二
中
学
校
、
福
井

中
学
校
、
椿
町
中
学
校
の
全
生
徒
に
投
票
を

お
願
い
し
、
最
も
得
票
数
の
多
か
っ
た
「
エ

コ
パ
ー
ク
阿
南
」
を
施
設
名
と
し
て
採
用
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
環
境
学
習
の
場

と
し
て
の
機
能
、
緑
あ
ふ
れ
る
広
場
の
整
備

計
画
な
ど
か
ら
発
想
さ
れ
た
も
の
で
、
多
く

の
人
々
に
親
し
ま
れ
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い

も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
名
称
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
定

着
し
、
循
環
型
社
会
形
成
の
象
徴
と
し
て
、

全
国
に
誇
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

「
橘
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
23
年
１
月
に
建
設
工
事
に
着
手
し
、

こ
れ
ま
で
工
程
ど
お
り
に
進
捗
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
ま
た
、
施
設
西
側
は
、
急
傾
斜
地

崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

平
成
24
年
９
月
か
ら
、
そ
の
対
策
工
事
を
並

行
し
て
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
２
月
末
に
は

す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
橘
町
に
は
、
昭
和
49
年
建
設
の
保
育
所
と

昭
和
50
年
建
設
の
幼
稚
園
が
、
沿
岸
部
に
近

い
国
道
55
号
沿
い
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
両

施
設
は
老
朽
化
が
進
み
、
近
い
将
来
発
生
が

予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・

津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
懸
念
さ
れ
、
ま

た
、
保
護
者
や
地
元
の
皆
さ
ま
方
の
熱
い
ご

要
望
も
い
た
だ
く
な
か
で
、
旧
橘
小
学
校
跡

地
へ
移
転
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
両
施
設
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し

て
、
０
歳
児
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
が
、
保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
関

係
な
く
、
同
じ
施
設
で
質
の
高
い
就
学
前
教

育
を
提
供
で
き
る
こ
と
、
少
子
化
が
進
む
社

会
環
境
の
な
か
で
も
集
団
に
よ
る
教
育
が
可

能
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
在
宅
で
育
児
不
安

の
あ
る
保
護
者
や
そ
の
家
族
へ
の
支
援
を
含

む
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る

こ
と
で
、
保
護
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
運
営
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
予
定
と
し
ま
し
て
は
、
３
月
30
日

に
落
成
式
を
挙
行
し
、
４
月
１
日
開
設
、
４

月
３
日
に
は
保
育
所
・
幼
稚
園
合
同
の
入
園

式
を
行
い
、
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
開
始
し

ま
す
。
な
お
、
保
育
所
・
幼
稚
園
は
、
地
域

に
根
付
い
た
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
集

う
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
一
員
と

し
て
日
ご
ろ
か
ら
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の

皆
さ
ま
方
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
セ
ン

タ
ー
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

一
般
国
道　

号
阿
南
道
路
の

事
業
進
捗
状
況

　
本
道
路
は
県
南
部
お
よ
び
京
阪
神
へ
の
交

通
・
物
流
・
経
済
活
動
の
根
幹
を
な
し
て
お

り
、
津
乃
峰
町
西
分
付
近
ま
で
４
車
線
化
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
車

線
で
の
暫
定
供
用
区
間
で
あ
り
ま
す
那
賀
川

大
橋
付
近
で
は
、
近
年
の
交
通
事
情
の
変
化

等
に
伴
い
頻
繁
に
交
通
渋
滞
が
発
生
し
、
市

民
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
と
い
た
し
ま

し
て
関
係
機
関
に
強
く
要
望
活
動
を
行
う
な

か
で
、
今
年
度
に
は
４
車
線
化
に
向
け
た
測

量
設
計
に
着
手
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
加

え
て
、
こ
の
た
び
の
補
正
予
算
計
上
に
よ
り

ま
し
て
、
本
格
的
に
工
事
が
実
施
さ
れ
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
４

車
線
化
を
推
進
し
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
交

通
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
津
乃
峰
町
西
分
か
ら
橘
町
の
国
道

１
９
５
号
へ
の
接
続
区
間
に
お
い
て
は
、
現

在
、
鋭
意
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成

25
年
度
中
に
は
２
車
線
で
の
供
用
が
予
定
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

55
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屋
内
多
目
的
施
設
整
備
事
業
　

　
野
球
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
「
西
日
本
生
涯
還
暦
野
球
大

会
」
を
は
じ
め
、
各
種
大
会
の
開
催
や
「
野

球
観
光
ツ
ア
ー
」、
大
学
お
よ
び
高
校
野
球

の
合
宿
誘
致
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
年

間
約
３
千
人
の
宿
泊
客
を
受
け
入
れ
る
ま
で

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
８
月
に
は
、
近
畿
、
中
国
、

四
国
の
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
第
１
回
「
野

球
の
ま
ち
阿
南
　
全
日
本
学
童
軟
式
野
球

大
会
」
の
開
催
も
予
定
さ
れ
、
県
外
か
ら
約

９
０
０
人
の
保
護
者
や
野
球
少
年
た
ち
が
阿

南
市
を
訪
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
う
し
た

方
々
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
や
環
境

の
提
供
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
市
内
の
球
場
に
は
屋
根
付
き

施
設
が
な
く
、
野
球
合
宿
チ
ー
ム
が
雨
天
時

や
寒
冷
時
に
練
習
が
で
き
な
い
と
い
う
、
今

後
の
誘
致
活
動
な
ど
に
影
を
落
と
す
負
の
要

因
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
地
元
関
係
団
体
は
も
と

よ
り
、
県
外
の
野
球
関
係
者
等
か
ら
の
強
い

要
望
を
受
け
、
県
へ
の
陳
情
や
協
議
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
し
た
結
果
、
平
成
27
年
度
ま
で

を
事
業
年
度
と
し
て
、
県
南
部
健
康
運
動
公

園
内
に
屋
内
多
目
的
施
設
等
を
整
備
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
約
１
７
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
の
雨
天

用
練
習
場
と
投
球
練
習
場
、ま
た
、会
議
室
、

運
動
用
具
倉
庫
等
を
備
え
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

棟
の
建
設
を
計
画
し
て
お
り
、
平
成
25
年
度

に
実
施
設
計
に
取
り
か
か
り
、
そ
の
後
、
工

事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
が
完
成
い
た
し
ま
す
と
、
野
球
選
手

の
技
術
向
上
は
も
と
よ
り
、
合
宿
地
と
し
て

の
ラ
ン
ク
も
格
段
に
ア
ッ
プ
し
、ま
た
、フ
ッ

ト
サ
ル
な
ど
、
他
の
競
技
練
習
に
も
使
用
で

き
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
市
民

の
健
康
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
災

害
時
に
お
け
る
避
難
施
設
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
心
・
安
全
の
確
保
も
期
待

で
き
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
工
事
　
　
　
　
　
　
　
　

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
需
要
等
に
よ

り
、
建
築
・
管
・
電
気
工
事
に
係
る
入
札
を

延
期
す
る
と
い
う
事
態
と
な
り
、
皆
さ
ま
方

に
は
多
大
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
去
る
２
月
14
日
と
15
日
に
再
度
公

告
に
よ
る
入
札
を
行
い
、
落
札
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
今
議
会
で
こ
れ
ら
の
請
負
契
約
に
つ
き
ま

し
て
ご
承
認
賜
り
ま
し
た
ら
、
工
事
施
工
業

者
並
び
に
工
事
監
理
者
と
と
も
に
創
意
工
夫

を
重
ね
、
詳
細
な
工
程
や
進
捗
状
況
等
を
随

時
「
広
報
あ
な
ん
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通

じ
て
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
示
し
す
る
な
ど
、

情
報
を
提
供
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
な
お
、工
事
期
間
中
は
、来
庁
さ
れ
る
方
々

に
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
安
全

対
策
を
最
優
先
し
な
が
ら
平
成
28
年
７
月
下

旬
の
完
成
に
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道

普
及
促
進
助
成
金
制
度
の
拡
充
　

　
　
　
　
　
　         

　
　
　
　
　

　
本
制
度
は
、
下
水
道
の
普
及
促
進
を
目
的

と
し
て
、
供
用
開
始
後
、
３
年
以
内
に
接
続

工
事
を
実
施
し
た
方
に
対
し
、
助
成
金
を
交

付
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
度
、
さ
ら
に
有

利
な
条
件
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、

制
度
の
拡
充
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
供
用
を
開
始
し
て
２
年
目

に
工
事
を
実
施
し
た
方
へ
の
助
成
金
を
10
万

円
か
ら
15
万
円
に
、
３
年
目
に
つ
い
て
は

５
万
円
か
ら
10
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
浄
化
槽
の
廃
止
工
事
を
伴
う
場
合

に
あ
っ
て
は
、
合
併
浄
化
槽
に
は
10
万
円

を
、
単
独
浄
化
槽
に
は
５
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

加
算
し
、
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の

で
す
。

　
な
お
、
２
月
末
現
在
の
接
続
率
は
約
48

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
が
、
本
制
度
を
拡

充
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
向
上
が
期
待

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
羽
ノ
浦
こ
ば
と
・

羽
ノ
浦
す
み
れ
保
育
所
」
の
統
合
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
羽
ノ
浦
町
の
４
保
育
所
は
、
昭
和
46
年
か

ら
51
年
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
が
著
し
く
、

耐
震
改
修
が
必
要
な
施
設
も
あ
り
、
安
全
・

安
心
な
保
育
環
境
整
備
の
観
点
か
ら
、
施
設

の
改
善
等
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
理
的
な
要
因
や

行
財
政
改
革
の
推
進
等
も
踏
ま
え
、
４
保
育

所
を
小
学
校
校
区
ご
と
の
２
保
育
所
に
統
合

し
て
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
、
岩

脇
小
学
校
校
区
の
「
羽
ノ
浦
こ
ば
と
・
羽
ノ

浦
す
み
れ
保
育
所
」
の
統
合
計
画
を
進
め
、

「
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
」
と
し
て
、
公

設
・
公
営
に
よ
る
建
設
・
運
営
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
移
築
場
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
の
安

全
・
安
心
を
最
優
先
す
る
と
と
も
に
、
保
護

者
の
送
迎
時
の
利
便
性
や
駐
車
場
の
確
保
な

ど
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
岩
脇
小
学
校
校
区

内
に
お
い
て
慎
重
に
用
地
の
選
定
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
入
所
児
童
の
年
齢
お
よ
び
定
員
に

つ
き
ま
し
て
は
、
入
所
対
象
児
童
を
０
歳
児

か
ら
５
歳
児
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
、
地

域
性
等
も
鑑
み
、
統
合
前
の
両
保
育
所
の
定

員
合
計
１
３
０
人
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、

羽
ノ
浦
町
全
体
で
の
調
整
を
図
る
な
か
で
設

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
25
年
度
に
は
移
築
用
地
を
確

保
し
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
質
調
査
、
建
築

基
本
設
計
業
務
等
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部
分
の

み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご
覧
に
な
り

た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会
会
議

録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。



ニュースオアシス

新ごみ処理施設の名称
「エコパーク阿南」に決定！

大規模災害時に食料品等を優先提供
大塚製薬㈱・大塚食品㈱と協定

　市は、大塚製薬株式会社徳島支店との間において、地
震等の大規模災害が発生した場合等に、食料品や飲料水
等の調達に関して円滑にそれらを確保するための協定を
締結しました。
　また、大塚食品株式会社広島支店との協定では、大規
模災害が発生し、市が災害対策本部などを設置した場合
に、設置された自動販売機内の飲料水等を無償で提供を
受けることができます。震度５以上の地震や大規模停
電、大雨・洪水など７つの警報が発表された場合などに
適用され、一定の条件を満たす状況下にあるときに協定
に基づく支援を受けることができます。

花見とパノラマが楽しめる桜の新名所！
香風台公園に遊歩道が完成

　妙見山一帯に広がる岩脇公園などの環境整備に取り組
む「岩脇公園を美しく志隊」が、２年前から整備を進め
てきた遊歩道がこのほど完成し、２月28日に通り初め
が行われました。
　完成した遊歩道は、香風台公園駐車場から展望台に通
じる延長約130ｍの土道。道沿いには転落防止用の木柵
が設けられているほか、シバザクラや水仙、200本のソ
メイヨシノが植えられており、春には色とりどりの花を
楽しむことができます。同隊代表の新田文一さん（71
歳・羽ノ浦町）は、「南向きで温かく、花見には最高の
場所。将来は、桜の新名所となることを期待していま
す。」と話していました。

　阿南市新ごみ処理施設の名称が「エコパーク阿南」に
決定しました。
　平成24年12月20日から市のホームページ等で募集したと
ころ、市内外から180件（131人、うち県外38人）の応募
がありました。阿南市新ごみ処理施設名称審査委員会で５
件を候補として選定した後、施設周辺の阿南第二中学校、
福井中学校、椿町中学校の全生徒の投票により決定しまし
た。命名者は赤羽和親さん（57歳・神奈川県川崎市在住）
で、リサイクルや環境学習の場としての機能、緑あふれる
広場も併設されることから、環境を表す「エコ」と公園や
場所を表す「パーク」を組み合わせ、多くの人々に親しま
れるよう願いが込められています。

巨大地震による大規模災害に備えろ！
消防本部が初動対応訓練等を実施

　近いうちに起こるとされる南海トラフ巨大地震の発生
に備え、迅速かつ的確に対応できるようにしようと、消
防本部で非常招集訓練や初動対応訓練を行いました。
　訓練は、週休者や非番者等を含む90人の消防職員を
対象にぬきうちで行われました。午前7時30分、警告音
とともに非常招集がかけられると、主幹級以上の職員が
３階の作戦室に集まり、警防本部を設置。30分後には週
休者や非番者も駆けつけ、緊急出動に備えて隊を編成し
ました。作戦室では、消防車・救急車の配備状況や消防
団の活動状況を把握しながら、出動指令や応援要請を指
揮。屋外では、消防車両の高台への移動や資機材の確認・
増強、エアーテントの設営なども行いました。

3月15日現在
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「野球のまち阿南」の新しいお土産品
“野球活竹人形”が完成！

　「野球のまち阿南」の新しいお土産品「野球活竹人形」
が完成し、２月20日、光のまちステーションプラザで披露
されました。これは、市と阿南商工会議所が「野球のまち
阿南」のさらなる活性化を図ろうと共同で取り組んだもの
で、阿南商工会議所から依頼された「阿南活竹人形職人
会」の皆さんが５カ月間かけて完成させました。市の特産
品の竹と野球を融合させた「野球活竹人形」は細部にわた
り巧妙に作られており、同会の久積國人さん（54歳・宝田
町）は、「しなやかな投球フォームやバッターの迫力を表現
するのが難しかったです。」と笑顔で話していました。
　「野球活竹人形」は、４月１日から光のまちステーション
プラザなどで販売されます。

避難所生活のノウハウを学ぶ
橘小で「避難所生活体験学習」を実施

　子どもたちに避難所生活のノウハウを学んでもらおう
と、２月27日、橘小学校で「避難所生活体験学習」が
行われました。訓練には全校児童のほか、保護者や橘町
婦人会の方も参加して行われ、バケツリレーや簡易担架
による搬送訓練や段ボールを使った「居住スペースづく
り」を行いました。児童は、吉田副校長から段ボールを
使った間仕切りの作り方の説明を受けた後、８班に分か
れて「居住スペースづくり」に挑戦。20分余りで16区
画の居住スペースを完成させました。「みんなで力を合
わせて作ることができました。」と佐野翔影さん（小６）。
「子どもだけでも簡単に作れることがわかったので、も
しもの時に役立てたいです。」と話していました。

スポーツ総合センター南側駐車場
舗装工事終わる　駐車禁止にご協力を

　阿南市スポーツ総合センター南側駐車場の舗装工事が
完了し、利用が始まっています。
　この駐車場は、公共下水道富岡浄化センターの増設予
定地で、一時的に駐車場として利用しています。長年の使
用で路面状態が悪化し、かねてから施設利用者からの強
い要望をいただいていたことから、市が整備したものです。
アスファルト舗装された3,395㎡には131台分の駐車スペー
スが確保され、雨天時でも快適に利用していただいていま
す。なお、安全確保のため、同施設への進入路沿いや正
面玄関前のロータリー付近の駐車を禁止していますので、
皆さんのご理解とご協力をお願いします。

津波避難に役立てて！
市内250カ所に海抜表示看板を取付け

　沿岸部地域の津波避難などに役立ててもらおうと、市は
３種類の海抜表示看板を製作し、市内250カ所の電柱や
公共施設に取り付けました。看板は、赤色（海抜５ｍ未
満）、青色（5ｍ以上10ｍ未満）、緑色（10ｍ以上）と５ｍ
単位で色分けし、海岸からの距離も表示されています。
　２月20日、市防災対策課の職員が、椿小学校の門柱に
「海抜6.2ｍ」と書かれた青色の看板を取り付けました。
作業を見守っていた校長の谷本良裕さん（56歳）は、「登
下校時に目にすることで防災・減災への意識が高まりま
す。正門前なら地域の方の目にもふれ、啓発にもつながり
ます。これを機に、地域の方と連携し、避難計画を充実さ
せていきたいです。」と話していました。
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 ■ 「阿南市美術展」　出品作品募集
　出品を希望される方はご準備ください。
開催日　５月３日㈷～５日㈷　　場所　文化会館
出品資格　市内在住または出身者および本市と関
係の深い方で阿南市美術協会の会員
※小・中学生は出品することはできません。
作品規格　
　日本画　６号から50号までで額装または表装
　洋　画　８号から50号までで額装  　
　書　道　聯落以下（表装または軸仕立て、縦横自由）
　写　真　半切から全紙まででフスマ張り
　彫塑・工芸・デザイン　横1.5ｍ×縦1.5ｍまで
　※��額装にはガラスを用いないこと。			

（ただし、美術工芸の押し花作品のみガラス可）
　※�アクリル板の使用は可とする。			 

（ただし、日本画はアクリル板も不可）
出品点数　１人につき１部門あたり２点まで
会費・出品料　美術協会年会費1,500円（初めて出品
される方、３年以上出品されていない方は、美術協会入会
金1,000円が必要）　出品料は１点につき500円　
作品の受付・搬入
４月28日㈰　9：30～12：00　文化会館２階　研修室
※この日以外は受付できません。
問い合わせは　文化振興課（☎22‐1798）へ

 ■ ベンチャーズ　ジャパン・ツアー2013
　1959年結成以来、ダイヤモンド・
ヘッド～パイプラインの『テケテケテケ
テケ…♪』のサウンドで空前のエレキ
ブームを巻き起こしたベンチャーズの
ジャパンツアー2013をお楽しみください。
日　時　７月31日㈬　18：30開演予定
場　所　市民会館　大ホール
入場料　全席指定　5,000円 ※当日は500円増し
※未就学児、ひざ上１人まで無料
チケット発売開始日　４月20日㈯
※チケット発売初日は１人１回５枚まで購入可
販売場所　市民会館、平惣書店（阿南センター店、
羽ノ浦国道店）、アピカ、フジグラン阿南ほか
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

　 ■ 全国お笑いライブ　週末よしもと　
　  「よしもとが阿南にやってくるよ！」
　お茶の間でおなじみの新喜劇が阿南にやってき
ます。大木こだまひびき、銀シャリ、もりやすバ
ンバンビガロと、辻本茂雄座長を中心とした新喜
劇メンバーがお笑いと心の癒しを
お届けします。　
日　時　５月26日㈰　
　　　　１回目　13：00開演　
　　　　２回目　16：00開演 
場　所　市民会館　大ホール
出　演　��お笑いライブ				 

（大木こだまひびき、銀シャリ、		
もりやすバンバンビガロほか）

　　　　新喜劇（辻本茂雄、末成由美ほか）
※都合により出演者が変更になる場合があります。
入場料　全席指定　Ｓ席4,000円　Ａ席3,500円
※当日は500円増し　
※５歳以上有料、４歳以下ひざ上無料
チケット発売開始日　４月６日㈯
※チケット発売初日は１人１回５枚まで購入可
販売場所　市民会館、平惣書店（阿南センター店、
羽ノ浦国道店）、アピカ、フジグラン阿南ほか
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

  ■ 文化会館休館日の一部変更のお知らせ
休館変更日　５月１日㈬　開館します　
　　　　　　５月14日㈫　休館します
問い合わせは　文化会館（☎21‐0808）へ　

あなん
カルチャー

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
25
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　
４
年
生
以
上
の
小
学
生
を
対
象
に
、
年
間

12
回
程
度
、
原
則
土
曜
日
の
午
前
中
に
科
学

工
作
を
中
心
に
実
施
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
年

間
を
通
じ
て
の
参
加
を
基
本
と
し
ま
す
。

定
員
　
30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費
　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

  

発
明
ク
ラ
ブ
体
験
会
　（
無
料
）

　
５
月
か
ら
の
本
格
活
動
を
前
に
、
発
明
ク

ラ
ブ
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
知

り
た
い
人
向
け
の
体
験
会
で
す
。

日
時
　
４
月
27
日
㈯
　
午
前
９
時
～
11
時
30

分定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

  

発
明
ク
ラ
ブ
、
お
よ
び
体
験
会
の
参
加
方
法

　
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度　
友
の
会
会
員
募
集

　
友
の
会
に
入
会
す
る
と
、
同
会
が
実
施
す

る
月
１
回
の
科
学
工
作
や
科
学
実
験
な
ど
に

参
加
で
き
、
夜
間
の
定
期
観
望
会
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。
家
族
会
員
は
、
同
居
し
て

い
れ
ば
何
人
で
も
可
能
で
す
。

年
会
費
　
個
人
会
員
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
家
族
会
員
　
３
０
０
０
円

入
会
方
法

　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
入
会
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
25
年
度
の
活
動
は
、
5
月
26

日
㈰
（
予
定
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

日
時
　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
春
休
み
期
間
中

の
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時
～
の
２
回
。
投

映
時
間
は
約
30
分
。

※
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）　

日
時
　
土
・
日
曜
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～
の
２
回
（
春
休
み
期
間
中
の
平
日

は
、
午
後
２
時
20
分
～
の
み
）

実
施
時
間
は
約
30
分
（
予
定
）

※
テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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阿
南
市
の
文
化
財

　
　
　
　
　
阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
湯
浅
　
良
幸 

阿
良
多
野
庄

　
阿
南
市
南
部
に
三
つ
の
荘
園
が
あ
っ

た
。
桑く

わ

野の

保ほ

・
阿あ

良ら

多た

野の

庄し
ょ
う

・
福
井
庄
で

あ
る
。
桑
野
保
は
は
じ
め
桑
野
御み

く
り
や厨
と
呼

ば
れ
た
。
史
料
の
上
か
ら
御
厨
は
伊
勢
神

宮
と
鴨
神
社
に
限
ら
れ
、
桑
野
御
厨
は
神

宮
領
と
思
わ
れ
る
。
庄
域
は
現
在
の
桑
野

町
、内
原
町
、橘
町
付
近
の
地
域
で
あ
る
。

　
桑
野
御
厨
は
十
二
世
紀
初
頭
、
承
久
年

間
に
は
確
立
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
桑
野

保
と
な
っ
た
。
保
と
名
乗
っ
て
い
て
も
荘

園
と
お
な
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
桑
野
御
厨
は
十
四
世
紀
前
半
に
は

桑
野
保
に
移
行
し
て
い
る
。
保
は
も
と
も

と
平
安
末
期
か
ら
中
世
に
か
け
て
地
方
行

政
単
位
の
一
つ
で
あ
り
、
荘
園
制
の
発
達

に
よ
り
中
央
官
庁
領
は
京き

ょ
う

保ほ

、
国こ

く

衙が

領
は

国こ
く

保ほ

と
呼
ば
れ
た
。
荘
園
が
国
衙
領
に
く

り
入
れ
ら
れ
た
時
、
国
司
は
公
領
と
せ
ず

別
扱
い
の
特
別
区
域
と
し
て
保
と
呼
ん

だ
。

　
さ
て
、
阿
良
多
野
庄
で
あ
る
が
、
史
料

は
乏
し
い
。
幸
い
那
賀
町
（
旧
相
生
町
）

鮎
川
の
大
宮
八
幡
神
社
（
鮎
川
八
幡
社
）

に
大
般
若
経
六
百
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
巻
第
二
七
一
、
巻
第

二
七
八
、
巻
第
四
二
三
、
巻
第
四
三
〇
の

各
巻
奥
書
に
「
願
主
、
阿
良
多
野
成
信
」

と
あ
る
。
巻
第
四
七
〇
奥
書
に
は
「
阿
波

国
南
方
阿
良
多
野
上
庄
草
庵
　
此
御
経
書

写
仕
候
悪
筆
無
レ

極
候
、
至
徳
二
年
十
月

七
日
写
満
散
」
と
あ
る
。
至
徳
二
年
は

一
三
八
五
年
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
巻
第
二
七
八
奥
書
に
「
永
徳
三

年
八
月
廿
五
日
書
写
了
」、
巻
第
四
三
〇

の
奥
書
に
「
永
徳
三
年
癸み

ず
の
と
い亥
十
二
月
十
三

日
」
と
書
写
し
た
年
号
が
書
か
れ
て
い

る
。
永
徳
三
年
は
一
三
八
三
年
で
あ
る
。

　
こ
の
経
巻
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
初
期

す
で
に
阿
良
多
野
上
庄
が
成
立
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
上
庄
が
あ
れ
ば
当
然
隣

接
地
に
下
庄
が
存
在
し
た
こ
と
は
推
察
さ

れ
る
。
羽
ノ
浦
町
内
に
は
現
在
も
中
庄
、

古
庄
が
残
っ
て
い
る
。
中
庄
が
あ
れ
ば
上

庄
、
下
庄
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
、
同
じ

く
古
庄
に
対
応
す
る
新
庄
が
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。

　
阿
良
多
野
上
庄
は
、
新
野
町
の
西
部
・

山
間
地
と
考
え
ら
れ
、
鮎
川
は
山
を
挟
ん

だ
隣
接
地
で
あ
る
。

　
寺
社
の
信
者
分
布
は
、
行
政
区
域
よ
り

は
る
か
に
広
く
複
雑
だ
っ
た
。
と
く
に
通

婚
圏
や
分
家
、新
田
開
発
等
に
よ
っ
て「
飛

び
地
」
状
態
を
示
す
例
も
珍
し
く
な
か
っ

た
。

　
上
庄
の
有
力
者
成
信
は
大
宮
八
幡
神
社

の
熱
心
な
信
者
と
思
わ
れ
る
。
大
般
若
経

の
寄
進
に
は
想
像
以
上
の
経
費
を
要
し
、

相
当
の
財
力
が
な
け
れ
ば
寄
進
は
困
難
だ

ろ
う
。

　
近
世
に
入
っ
て
新
野
町
は
南
荒
田
野

村
、
北
荒
田
野
村
に
分
か
れ
た
。
阿
良
多

野
が
荒
田
野
に
代
わ
り
好
字
の
新
野
町
へ

の
変
遷
が
分
か
る
。

　
荒
田
野
は
地
味
か
ら
来
て
い
る
に
違
い

な
い
。
荒
野
を
切
り
開
い
て
田
畑
を
造
っ

た
か
ら
あ
え
て
地
名
を
荒
田
野
と
し
た
の

だ
ろ
う
。

　
な
お
、
現
同
町
地
名
に
貞
信
、
元
信
、

友
常
、
清
貞
、
安
行
、
常
政
、
広
重
、
重

友
等
人
名
を
冠
し
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ

は
新
野
町
の
み
の
現
象
で
他
市
町
村
に
は

存
在
し
な
い
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿良多野上庄があったとされる新野西部

〈
其
の
85
〉

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
‐
１
６
０
０
）
へ

４
月
の
休
館
日
　

1
日
㈪
、
8
日
㈪
、
15
日
㈪
、
22
日
㈪

30
日
㈫

阿
南
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

平
成
25
年
度
ク
ラ
ブ
員
募
集

　
４
年
生
以
上
の
小
学
生
を
対
象
に
、
年
間

12
回
程
度
、
原
則
土
曜
日
の
午
前
中
に
科
学

工
作
を
中
心
に
実
施
す
る
ク
ラ
ブ
で
す
。
年

間
を
通
じ
て
の
参
加
を
基
本
と
し
ま
す
。

定
員
　
30
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

年
会
費
　
２
０
０
０
円
（
工
作
材
料
費
）

  

発
明
ク
ラ
ブ
体
験
会
　（
無
料
）

　
５
月
か
ら
の
本
格
活
動
を
前
に
、
発
明
ク

ラ
ブ
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
知

り
た
い
人
向
け
の
体
験
会
で
す
。

日
時
　
４
月
27
日
㈯
　
午
前
９
時
～
11
時
30

分定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

  

発
明
ク
ラ
ブ
、
お
よ
び
体
験
会
の
参
加
方
法

　
学
校
か
ら
配
布
さ
れ
る
参
加
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
科
学
セ
ン
タ
ー
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度　
友
の
会
会
員
募
集

　
友
の
会
に
入
会
す
る
と
、
同
会
が
実
施
す

る
月
１
回
の
科
学
工
作
や
科
学
実
験
な
ど
に

参
加
で
き
、
夜
間
の
定
期
観
望
会
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。
家
族
会
員
は
、
同
居
し
て

い
れ
ば
何
人
で
も
可
能
で
す
。

年
会
費
　
個
人
会
員
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
家
族
会
員
　
３
０
０
０
円

入
会
方
法

　
科
学
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
入
会
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
会
費
を
添
え

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
25
年
度
の
活
動
は
、
5
月
26

日
㈰
（
予
定
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

日
時
　
毎
週
土
・
日
曜
日
、
春
休
み
期
間
中

の
午
後
１
時
30
分
～
、
３
時
～
の
２
回
。
投

映
時
間
は
約
30
分
。

※
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）　

日
時
　
土
・
日
曜
の
午
前
11
時
～
、
午
後
２

時
20
分
～
の
２
回
（
春
休
み
期
間
中
の
平
日

は
、
午
後
２
時
20
分
～
の
み
）

実
施
時
間
は
約
30
分
（
予
定
）

※
テ
ー
マ
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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阿
南
の
観
光

　
ふ
と
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

郷
土
歴
史
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
歴
史
の
講
演
会
に

は
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
末
、
市
文
化
会
館
で

「
阿
波
遍
路
道

フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
太
龍
寺

道
、
い
わ
や
道

な
ど
、
く
わ
し

い
説
明
が
あ

り
、
四
国
で
初

め
て
阿
南
の
古

道
が
国
指
定
文

化
遺
産
に
な
り
、
ま
た
追
加
答
申

を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。
関
係
す

る
方
々
の
多
大
な
る
努
力
の
た
ま

も
の
で
す
。
い
よ
い
よ
世
界
遺
産

に
と
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。
西
の

高
野
山
と
称
さ
れ
る
立
派
な
太
龍

寺
山
と
、
周
辺
の
古
道
、
世
界
の

人
々
に
も
早
く
見
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
す
。
ほ
か
に
も
、
阿
南

に
は
、
美
し
い
海
や
山
、
歴
史
あ

る
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
歴
史

的
説
明
を
加
え
れ
ば
、
よ
り
良
い

観
光
地
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
吉
報
も
、
古
道
や
石
造

物
を
大
切
に
残
し
て
い
た
か
ら
で

す
が
、
反
面
、
惜
し
い
な
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
竜
の
窟い

わ
や

の
消

滅
で
す
。
子
ど
も
の
頃
、
窟
（
石

灰
岩
の
鍾
乳
洞
）
の
入
口
で
休
ん

だ
懐
か
し
い

思
い
出
が
よ

み
が
え
り
ま

す
。
今
は
も

う
崩
さ
れ
て

し
ま
っ
て
跡

形
も
あ
り
ま

せ
ん
。
も
し
、

窟
が
残
っ
て

い
れ
ば
と
思

う
と
、
と
て
も
残
念
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
阿
南
に
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
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今
あ
る
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跡
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物
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切
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き
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あ
る
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然
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い
け
る
よ
う
、
私
た
ち
も
努
力
し

て
い
き
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は
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富
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町
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喜
多
啓
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さ

ん
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願
い
し
ま
す
。
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南
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祭
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大
会 

選

�

吉
形
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恵
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自
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「
そ
れ
、
あ
れ
よ
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田
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て
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橋
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へ
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�
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木
八
千
代

仲
見
世
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ぞ
く
春
シ
ョ
ー
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�

池
内
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白
魚
網
岸
辺
に
準
備
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来
て
お
り

�

数
藤
　
君
子

リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
春
待
つ
車
椅
子

�

有
賀
　
義
子

娘
の
見
舞
素
敵
な
杖
や
日
脚
伸
ぶ

�

手
塚
　
真
帆

梅
八
分
洗
濯
物
の
良
く
乾
き

�

長
谷
川
葉
月

七
草
を
唐
土
の
鳥
よ
り
先
に
食
べ

�

田
中
　
織
女

辻
地
蔵
節
分
の
豆
供
え
あ
り

�

神
野
　
利
津

し
ら
じ
ら
と
朝
月
を
背
に
冬
渡
船

�

森
　
　
泰
子

早
春
の
児
童
の
歓
声
一
輪
車

川
　
柳	

阿
南
川
柳
会
　
髙
木
旬
笑 

選

	

鈴
木
レ
イ
子

と
き
め
き
の
プ
ラ
ン
に
快
い
目
覚
め

	

林
　
　
満
子

塞
翁
が
馬
と
八
十
路
も
心
が
け

	

萩
野
ひ
と
み

生
き
甲
斐
に
し
て
く
れ
る
な
と
五
年
生

	

佐
野
　
智
子

春
来
れ
ば
ワ
ク
ワ
ク
と
す
る
出
逢
い
月

	

二
階
千
代
美

ラ
イ
バ
ル
が
隣
の
席
で
欠
伸
す
る

富岡町

松田 満樹さん

463
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巡回日 巡　回　場　所 時　　間

16日 ㈫ 老人ホーム福寿荘前 11：00～11：30

長 生 公 民 館 前 13：30～14：00

上 中 分 館 前 14：30～15：00

17日 ㈬ 見 能 林 公 民 館 前 14：00～14：30

大 潟 公 民 館 前 15：00～15：30

18日 ㈭ 阿 南 荘 前 13：00～13：30

加 茂 谷 公 民 館 前 14：30～15：00

巡回日 巡　回　場　所 時　　間

19日 ㈮ 桑野コミュニティーセンター前 14：00～14：30

山 口 分 館 前 15：00～15：30

23日 ㈫ 橘町旧井内新聞店前 14：00～14：30

橘 団 地 前 15：00～15：30

24日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 14：00～14：30

25日 ㈭ 福 井 公 民 館 前 13：30～14：00

旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30～15：00

４月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

阿南図書館
9:00 ～ 18:00
土日は17:00まで

休 　 　 　 　 ☆ 休 　 ★ 　 ☆ 休 　 　 　 　 ☆ 休 　 ★ 休 ☆ 休 休

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

休 　 　 　 　 ☆ 休 　 　 　 　 ◆ ☆ 休 　 　 　 　 ☆ 休 　 　 　 休 ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

休 　 ☆ 　 休 　 　 　 　 ☆ 　 休 　 ☆ 　 休 　 　 　 休 ☆ 　 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◆…阿波公方の苑美化作業）

阿 南 図 書 館  　　

☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　14：00 ～ 15：00
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第 2・第 4 木曜日）10：30 ～ 11：00  

那賀川図書館  　　

☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00 ～
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　13日㈯　8：30 ～ 10：00
　※雨天の場合は21日㈰に延期します。

羽ノ浦図書館  
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00 ～

※４月から巡回場所を一部変更していますので、ご注意ください。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

問い合わせは　那賀川図書館（☎ 42‒3111）へ

　ひまわり号は3,000冊の本を
積んで市内各巡回場所を原則
として月１回巡回します。１
カ所のサービスは約30分です。
　阿南市の方ならどなたでも
無料で利用できますので、お
近くの方はぜひお立ち寄りく
ださい。

◆ひまわり号を利用するには
　�　阿南市立図書館利用者カードが必要です。利用者カードは、

住所が確認できるもの（運転免許証・保険証など）があれば、
ひまわり号でも作成できます。

◆ひまわり号で借りた本の返却
　�　返却期限は次回巡回日です。図書館に返却することもできます。

◆読みたい本がないときは
　�　予約・リクエストができますので、お気軽に職員にご相談く

ださい。予約された本は用意ができ次第、巡回日にお渡しします。

新・移動図書館車「ひまわり号」が
市内を巡回します !

心に残る１冊をあなたのもとへ

移動図書館「ひまわり号」　４月の巡回日程
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広報あなん６月号への掲載は
４月30日㈫までにお届けください。市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。
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羽ノ浦町
岩脇公園
桜まつり 

日時　4月7日㈰　
　　　9：30～
場所　羽ノ浦桜づつみ公園
内容　�岩脇小学校金管バンド演奏・羽ノ

浦町どんど鼓・阿波踊り・津軽三
味線演奏・お琴の演奏・野立・地
元有志のフラダンス・手品・貸し
ボート遊覧ほか

ライトアップ　4月14日㈰まで
 羽ノ浦町岩脇公園桜まつり保存会

　 亥本（☎44－2632）へ

平成25年度
ＪＩＣＡ
ボランティア
募集
募集　①青年海外協力隊
　　　②シニア海外ボランティア
応募資格　5月13日現在で、①満20～39
歳　②満40～69歳　※日本国籍を持つ方
申込締切日　5月13日㈪（消印有効）
応募書類設置場所　
徳島県国際交流協会、阿南市役所、
JICA 四国（高松市）
シネマ＆体験談＆説明会
▶4月 7日㈰14：00～　脇町劇場
▶4月14日㈰14：00～　アスティ徳島

 ＪＩＣＡ四国（☎087－821－8824）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　4月13日㈯　9：00～12：00
場所　ひまわり会館
内容　成年後見制度や後見人をたてるこ
　　　となどに関する相談

 徳島県行政書士会
　 （☎088－626－2083）
　土・日曜日は地域会員　花野
　 （☎090－3787－0305）へ

合気道教室練習生募集 
合気道を学びながら日本武道の礼儀や心
を養ってみませんか。子どもたちの強く、
優しく、たくましい心と身体の育成を願っ
て教室を開いています。
対象　5歳～15歳
稽古　毎週金曜日　19：00～20：00
場所　武道館（大潟町）
受講料　月額2,000円
※別途、入会金2,000円が必要です。

 合気道敷島塾阿南道場　川越
　 （☎49－4077）へ

真
まっ

向
こう

法
ほう

体操で真
まこと

の健康に！

【阿南真向会富岡教室】
日時　毎月第2火曜日	 9：30～10：30
	 18：00～19：00
　　　毎月第2水曜日	 19：00～20：00
場所　富岡公民館

 石澤（☎23－3310）へ
【阿南真向会見能林教室】
日時　毎月第3火曜日	 18：00～19：00
場所　見能林公民館

 杉本（☎22－5140）へ
【阿南真向会憩教室】
日時　毎週土曜日	 9：30～11：00
場所　富岡老人憩いの家

 西田（☎090－6289－3031）へ

若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　4月11日㈭ 、25日㈭
　　　13：00～17：00
場所　文化会館1階　工芸室

 とくしま地域若者サポートステーション
　 （☎088－602－0553）へ

第24回
那賀川流域センチュリーラン
羽ノ浦大会参加者募集 
自転車競技に参加しませんか。
日時　5月19日㈰　9：10スタート
　　　（受付 8：00～）※少雨決行
コース　▶Ａコース113km
　　　　▶Ｂコース 46km
参加資格　Ａコースは6時間以内、Ｂコー
スは3時間以内で完走できる方。（未成年
者は保護者の承認が必要です。）
定員　500人（申込順）
参加料　�▶大人4,000円			 

▶中・高校生3,000円	
（参加記念品・保険料・完走証・軽食等含む）

申込締切日　4月20日㈯
※�申込方法等はお問い合わせください。

 那賀川流域センチュリーラン実行委員
　 会　福住（☎44－2153）へ

平成25年度
徳島県母子家庭等就業・
自立支援センター
就業支援講習会 
受講対象者　母子家庭の母、父子家庭
の父および寡婦であって、就業と自立に
意欲のある方
科目　パソコン講習（昼間）ワード検定
日時　�5月13日㈪～6月7日㈮（期間中の

月・水・金12日間）10：00～16：00
場所　徳島県立総合福祉センターほか
受講料　無料（テキスト代等は必要）
申込方法　所定の申込書に必要事項を記
入し、印鑑持参のうえ、本人がお申し込
みください。
申込締切日　5月2日㈭

 （公財）徳島県母子寡婦福祉連合会　
　 仁木（☎088－654－7418）へ

高齢・障害・
求職者
雇用支援機構
職業訓練生募集
募集訓練科・訓練期間
▶住環境計画科：5月7日㈫～10月31日㈭
▶�溶接加工科（デュアル）：5月7日㈫～11

月28日㈭
対象　公共職業安定所に求職の申し込み
　　　をしている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　4月8日㈪まで

 ポリテクセンター徳島
　 （☎088－654－5102）へ

平成25年度
国家公務員採用試験（４月受付分）

 人事院四国事務局第二課試験係
　 （☎087－831－4765）へ

試験名 受付期間 第１次
試験日

 ▼院卒者試験、大卒程度試験

総合職
院卒者 インターネット

１日㈪〜8日㈪ 4/28㈰
大卒程度

一般職（大卒程度） インターネット
９日㈫〜18日㈭ 6/16㈰

専
門
職

航空管制官

インターネット
１日㈪〜11日㈭
郵送または持参
1日㈪・2日㈫

6/9㈰

法務省専門職員
（人間科学）
国税専門官
労働基準監督官
財務専門官
皇宮護衛官
（大卒程度試験）
食品衛生監視員

 ▼高卒者試験等

海上保安学校学生（特別）
インターネット
１日㈪〜8日㈪
郵送または持参
１日㈪〜5日㈮

5/19㈰



健康いきいき情報

市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

【４月の休館日】
１日㈪、８日㈪、15日㈪

22日㈪、30日㈫

かもだ岬温泉保養センター

 かもだ岬温泉保養センター 
　 （☎21－3030）へ
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阿南光のまちステーションプラザ
〈４月の催し〉

■展示コーナー　10：00～20：00
※初日は12時～、最終日は10時～15時
○パッチワークキルト
　２日㈫～14日㈰　
○鉛筆画
　16日㈫～28日㈰
■体験コーナー
○エコバック・エココサージュ作り体験
　13日㈯　13：00～15：00
　【定員】10人　【申込締切日】11日㈭　
　【持参物】�ハサミ、スティックのり、千枚

通し、ボンド等
○和まかろんすとらっぷ作り
　27日㈯　13：30～15：30
　【参加費】500円　【定員】10人　
　【申込締切日】25日㈭　
　【持参物】裁縫道具（持っている方のみ）

　　　　阿波踊り活竹人形作り、　 　　   
　　星形あんどん作り常時開催中！　　  

 �阿南光のまちステーションプラザ	
（☎24－3141）へ

南部地域政策総合会議委員募集
県南部圏域（阿南市、那賀郡および海部
郡）の皆さまのご意見を県の施策に反映
させるための委員を募集します。
応募資格　県南部圏域内に居住する満
20歳（4月1日現在）以上の方で、年数回
程度開催される会議に出席できる方。（※
国会議員・地方公共団体の議会議員、常
勤の国家公務員・地方公務員を除く）
募集人員　3人程度
任期　平成25年5月17日から２年間
募集期間　4月22日㈪まで（消印有効）
応募方法　応募用紙（様式自由）に住所・
氏名・生年月日、年齢、性別、電話番号、
メールアドレス、職業、応募の動機、主
な経歴等を明記し、「徳島県南部圏域の
振興のために私ができること」をテーマに
した作文（800字程度）を添えて郵送、
電子メール、ファクシミリでお送りいただ
くか、持参してください。

 徳島県南部総合県民局　企画振興部
　 政策企画担当（☎0884－74－7330・
　 FAX0884－74－7337）へ
E-mail:nanbu_k_m@pref.tokushima.lg.jp

在住外国人のための日本語教室 
日時　4月7日～9月15日の毎週日曜日　
　　　10：00～12：00
場所　富岡公民館　講師　三好晴子さん
参加費　1,000円（半年20回分）
教材　「みんなの日本語１」
　　　「みんなの日本語２」各2,625円
申込方法　申込用紙（公共施設に備え付
け）に必要事項を記入のうえ、当日お持
ちいただくか、電話または電子メールでお
申し込みください。
※�語学教室（英語・スペイン語・中国語）

も開催しています。
 阿南市国際交流協会　事務局

　 （☎44－6652）へ
E-mail:himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

 献血にご協力ください （４月）

※400ml献血のみの実施です。
 徳島県赤十字血液センター

　 （☎088－631－3200）へ

実施日 採血場所 所在地 採血時間

11日㈭ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町
10：00～12：30

14：00～16：30

16日㈫ 日本電工㈱徳島工場 橘 町 13：30～16：00

阿波踊り体操
ビデオ貸し出し・出前教室
  ビデオ等の貸し出し（無料）
貸出期間　原則1週間
貸出場所　�保健センター、住民センター、

那賀川支所、羽ノ浦公民館
貸出物　�阿波踊り体操のビデオ・ＣＤ・

ＤＶＤ
  阿波踊り体操の出前教室
阿波踊り体操指導員が、あなたのまちまで
教えに行きます。
体操をする場所をご用意いただければ、
時間や内容は、要望に合わせて指導させ
ていただきます。
現在、体操の種類が８バージョンあるた
め、幼児から高齢者まで幅広い年齢の方
に対応しています。会議の気分転換・会
合のレクリエーション、また、日ごろの運動
不足解消としてご利用ください。

 保健センター（☎22－1590）へ

成人用肺炎球菌ワクチン
接種費用の一部を助成
成人用肺炎球菌ワクチン接種費用の一部
を助成します。希望される方は、事前に申
請してください。接種は任意です。

対象　阿南市に住所を有する満75歳以上
の方（接種日時点）で、過去5年以内に同
ワクチンの接種を受けていない方
期間　4月1日～平成26年3月31日
助成額　2,000円（生活保護受給者の方
は7,500円）
※�各医療機関の定める接種費用から、助

成額を差し引いた額を医療機関にお支
払いください。

申請方法　保健センターまたは支所・住
民センターに備え付けの申請用紙に必要
事項を記入のうえ、申請してください。生
活保護受給者の方は、申請時に生活保護
受給者証を提示してください。
接種場所　市内の指定医療機関（要予約）
※�指定医療機関については、保健センター

またはかかりつけ医にお問い合わせく
ださい。

※�市外の医療機関で接種した場合は対象
となりませんのでご注意ください。

 保健センター（☎22－1590）へ



予防接種名 対象者 接種期間 接種場所
Hib 感染症 生後２カ月～４歳の乳幼児

通
年

委
託
医
療
機
関

小児の肺炎球菌感染症
ＢＣＧ 生後３カ月～生後１歳に至るまでの間にある方
三種混合
（ジフテリア･ 百日咳・破傷風） 第１期 生後３カ月～生後90カ月（７歳半）に至

るまでの間にある方
ポリオ

生後３カ月～生後90カ月（７歳半）に至るまでの
間にある方

四種混合
（ジフテリア・百日咳・破傷風・
ポリオ）

MR　（麻しん風しん混合）
第１期 生後12カ月～生後24カ月に至るまでの

間にある方

第２期 平成19年４月２日～平成20年４月１日
生まれの方（年長児に相当）

平成26年
３月31日まで

日本脳炎

第１期 生後６カ月～生後90カ月に至るまでの間
にある方

通
年

第２期 ９歳以上の方

特例
対象者

平成７年４月２日～平成19年４月１日生
まれの方は１期、２期ともに20歳まで接
種できます

ジフテリア・破傷風二種混合 第２期 11歳以上13歳未満の方

ヒトパピローマウイルス感染症
（子宮頸がん予防ワクチン）

平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれ
（中学１年生に相当）の方

平成26年
３月31日まで平成９年４月２日～平成12年４月１日生まれ（中

学２年生～高校１年生に相当）の方は経過措置とし
て平成25年度も接種できます

認定こども園　阿南市橘こどもセンター

予防接種のお知らせ

※三種混合、ポリオ、四種混合予防接種は、①三種混合とポリオ②四種混合のどちらかでの接種となります。
※�平成25年４月時点で中学２年生から高校１年生に相当する方で、子宮頸がん予防ワクチンを希望される方は、以前

に送付した予診票で受診してください。
※�転入された方、予診票をなくされた方は、再交付しますので、母子健康手帳をお持ちのうえ、保健センターへお越

しください。
※委託医療機関の詳細は阿南市ホームページをご覧ください。					   
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ					   

　橘こどもセンターは、本市初の「幼保連携型認定こども園」で、
橘保育所・橘幼稚園の名称をそのまま残し、センター内に両施設が
共存する施設として４月１日に開設しました。
　０歳児から小学校就学前までの子どもたちが一緒に集い、特に４
歳児・５歳児は、年齢ごとに同じクラスでの就学前教育を行うなど、
少子化が進む社会環境のなかでも集団的教育が可能となっています。
　また、在宅で育児不安のある保護者やその家族への支援を含む「地
域子育て支援センター（ふれあいひろば）」を併設し、保護者の多様
なニーズにも対応しています。

阿南市橘町久保38番地3　
☎ 26‒8800
FAX 28―0567至 津乃峰町

至 福井町
旧橘幼稚園

旧橘保育所

橘こどもセンター
（橘小学校跡地）195

55
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子育て一言メモ

体を動かす遊びを楽しもう！
　身体が成長発達している幼児期に運
動遊びの楽しさを子どもに伝えることは
大切です。
　３歳くらいになると外遊びもダイナ
ミックになり、おにごっこで走り回った
り、三輪車を乗り回したりして、動きが
活発になっていきます。　
　そんなとき、大人は子どもがけがをす
ることを心配しますが、できるだけたっ
ぷりと遊ばせてほしいと思います。
　外遊びで、大けがや命にかかわるこ
とはさせてはいけませんが、転ぶ・ぶつ
ける・すりむくなどの少々のけがをする
ことで、子ども自身が経験を通して「こ
んどは気をつけよう」と学びます。また、
体を動かして遊ぶことで機敏性が養わ
れ、けがをしにくくなります。
　小さなけがをすることで、大きなけが
を防いだり危険を回避する力が養われ
ますよ。
� 学校教育課

つどいの広場・すくすくin阿南
元保育士・幼稚園教諭による子育て相談
や子どもと保護者間の交流の場です。ぜ
ひお越しください。
時間　9：30～11：30
日程　12日㈮　桑野公民館
　　　24日㈬　福井公民館
　　　26日㈮　加茂谷公民館
※�ひまわり会館すこやかルームは		

2日㈫、5日㈮、9日㈫、16日㈫、	
19日㈮、23日㈫、30日㈫
 こども課（☎22－1593）へ

ウエルカム阿南のご案内
阿南に引っ越ししてきて、子育てに関する
情報を知りたい、お友達をつくりたいと思
われている方はいませんか。阿南ファミリー
サポートセンターでは、転入者のための
交流会を奇数月にひまわり会館で行って
います。阿南市の保健師さんが計測や相
談にも対応してくれます。
ぜひ、ご参加ください。

 阿南ファミリーサポートセンター
　 （☎24－5550）へ

岩城クリニック
病児・病後児保育だより
一緒に楽しい時間を過ごしましょう。
日時　4月20日㈯　14：00～15：00
場所　岩城クリニック３階　保育室

 �岩城クリニック病児・病後児保育専用
（☎080－1998－7476）へ	
※受付時間は9：00～17：00

４月

スポーツ安全保険に
加入しませんか！
対象　子ども会や運動クラブなど５人以
　　　上の団体
保険期間　開始日～平成26年3月31日
保険料　中学生以下	 800円
　　　　高校生以上	 1,850円
　　　　65歳以上	 1,000円
※いずれも１人あたりの年額。
※�補償内容によって掛け金が変わりま

す。くわしくはお問い合わせください。
 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  平成25年度は、4月5日㈮から開設します。

 みんなのひろば	 ☎44－5059
羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9：00 ～ 14：00　（お弁当タイム11：45 ～）

9日㈫　いっしょに遊ぼう
16日㈫　お話を聞こう
26日㈮　作って遊ぼう
30日㈫　お誕生会
12日㈮・19日㈮・23日㈫
　　　　 うたって遊ぼう

 にこにこひろば	 ☎42－0720
今津こどもセンター	 平日 8：30～12：00
	 14：00〜15：30

9日㈫　はじめましてよろしくね
16日㈫　おはなしのポケット
23日㈫　親子で作ろう　こいのぼり
30日㈫　お誕生会

 ふれあいひろば	 ☎28－1725
 橘こどもセンター	 平日 8：30～12：00
	 14：30〜16：00

9日㈫　お話しだいすき
16日㈫　みんなで遊ぼう
23日㈫　つくって遊ぼう
30日㈫　お誕生会

 なかよしひろば	 ☎21－2002
平島こどもセンター	 平日 9：00～14：00

9日㈫　おはなしのポケット
16日㈫　みんなで遊ぼう
23日㈫　みんなで作ろう
30日㈫　お誕生会

地域子育て支援センター４月

おひさまひろば  平日 9：00 ～ 16：00

（※＝要予約）
4日㈭　英語で遊ぼう
5日㈮　※高齢者とのふれあい会
8日㈪　発育計測・健康相談

15日㈪　発育計測
22日㈪　こいのぼり製作
25日㈭　お誕生会
26日㈮　おはなしころりん

 那賀川子育て支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ
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４月 地区 時　　間 場　　所

４
日
㈭

羽
ノ
浦

9：30〜 9：50 あ す み が 丘 天 神 神 社
10：00〜10：10 羽ノ浦分団第５班消防詰所前
10：20〜10：30 明 見 集 会 所
10：40〜10：50 岩 脇 選 果 場 前
11：00〜11：20 岩 脇 小 学 校 校 庭
13：00〜13：20 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館
13：30〜13：50 古 庄 八 幡 神 社
14：00〜14：20 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

５
日
㈮

羽
ノ
浦

9：30〜 9：50 春 日 野 中 央 公 園
10：00〜10：20 親 子 ふ れ あ い センター 前
10：30〜10：40 宮 倉 研 修 セ ン タ ー
10：50〜11：10 羽 ノ 浦 神 社 前
13：00〜13：10 野 神 児 童 公 園
13：20〜13：30 羽 ノ 浦 公 民 館 那 東 分 館
13：40〜13：50 羽 ノ 浦 老 人 憩 い の 家
14：00〜14：10 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所

８
日
㈪

福　

井

9：20〜 9：40 福 井 駅 前
9：50〜10：00 福 井 南 小 学 校

10：10〜10：20 長 谷 川 バ ス 停 前
10：40〜10：50 椿 地 集 会 所 前
11：00〜11：20 農 協 後 戸 育 苗 セ ン タ ー
11：30〜11：40 大 宮 八 幡 神 社 前
13：00〜13：30 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
13：40〜14：00 内 歩 教 育 集 会 所 前
14：10〜14：20 湊 集 会 所

９
日
㈫

桑　

野

9：30〜 9：40 阿 瀬 比 八 幡 神 社
9：50〜10：20 山 口 分 館 前

10：30〜11：00 川 西 集 会 所 前
11：10〜11：40 桑 野 駅 前
13：00〜13：30 浦 の 内 集 会 所 前
13：40〜13：50 岡 元 住 宅 入 口
14：00〜14：30 大 地 田 村 商 店 前
14：40〜15：00 成 松 集 会 所 前

11
日
㈭

長
生
・
大
野

9：30〜 9：50 西 方 大 将 軍 神 社 前
10：00〜10：10 三 倉 玉 泉 寺 前
10：20〜10：40 明 谷 農 協 倉 庫 前
10：50〜11：10 長 生 住 民 セ ン タ ー
11：20〜11：30 長 生 隣 保 館 前
13：00〜13：20 下 大 野 八 幡 神 社 前
13：30〜14：00 大 野 住 民 セ ン タ ー
14：10〜14：20 大 野 隣 保 館 前
14：30〜14：40 中 大 野 教 育 集 会 所 前
14：50〜15：00 上 大 野 八 幡 神 社 前

15
日
㈪

見
能
林

9：20〜 9：40 旧 才 見 分 館 前
9：50〜10：10 中 林 町 杉 本 商 店 前

10：20〜10：40 中 林 分 館 前
10：50〜11：10 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
11：20〜11：50 見 能 林 公 民 館
13：00〜13：30 林 崎 正 八 幡 神 社
13：40〜14：10 大 潟 分 館 前
14：30〜15：00 津 乃 峰 分 館 前

16
日
㈫

椿
・
椿
泊
・
橘

9：30〜 9：40 働 々 バ ス 停 前
9：50〜10：00 上 地 消 防 詰 所 前

10：10〜10：30 椿 住 民 セ ン タ ー
10：40〜10：50 小 吹 川 原 バ ス 停 前
11：00〜11：10 椿 泊 連 絡 所 前
13：00〜13：20 鵠 分 館 前
13：30〜13：40 海 正 八 幡 神 社 前
13：50〜14：10 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14：20〜14：30 旧 橘 小 学 校 前
14：40〜14：50 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

４月 地区 時　　間 場　　所

18
日
㈭

加
茂
谷

9：30〜 9：50 お 松 権 現
10：00〜10：10 水 井 集 会 所 前
10：20〜10：30 細 野 橋 北 詰
10：40〜10：50 農 協 大 井 支 所 前
11：00〜11：10 十八女コミュニティセンター前
11：20〜11：40 深瀬コミュニティセンター前
13：00〜13：20 楠 根 消 防 格 納 庫 前
13：30〜13：50 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
14：00〜14：10 熊 谷 町 集 会 所 前

19
日
㈮

新　

野

9：30〜10：00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
10：10〜10：50 東 重 友 集 会 所 前
11：00〜11：30 新 野 住 民 セ ン タ ー
13：00〜13：20 久 田 橋 東 詰
13：30〜13：40 新 野 西 小 学 校 前
13：50〜14：10 農 協 徳 信 集 荷 場 前
14：30〜14：40 新 富 集 会 所 前
14：50〜15：10 生 谷 バ ス 停 前

22
日
㈪

那
賀
川

9：30〜 9：50 阿 南 市 那 賀 川 支 所
10：00〜10：10 芳 崎 市 瀬 商 店 前
10：20〜10：40 那賀川分団第２班消防詰所
10：50〜11：10 那 賀 川 公 民 館
11：20〜11：30 黒 地 野 上 神 社
13：00〜13：20 八 幡 八 幡 神 社
13：30〜13：40 小 延 日 吉 神 社
13：50〜14：00 島 尻 厳 島 神 社
14：10〜14：20 江 ノ 島 八 坂 神 社
14：40〜14：50 古 津 八 幡 神 社

23
日
㈫

那
賀
川

9：30〜 9：50 東とくしま農協西原出張所前
10：00〜10：10 大 京 原 会 館
10：20〜10：30 中 島 会 館
10：40〜11：00 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
11：10〜11：20 赤 池 御 獄 神 社
13：00〜13：20 里 八 幡 神 社
13：30〜13：40 中 島 郵 便 局 前
13：50〜14：00 御 霊 町 御 霊 神 社
14：10〜14：20 東 町 中 島 漁 業 組 合 前
14：30〜14：50 出 島 神 明 神 社
15：00〜15：10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

25
日
㈭

宝
田
・
中
野
島

9：20〜 9：40 石 本 秀 松 園 前
9：50〜10：20 宝 田 公 民 館 前

10：30〜10：40 阿南バッティングセンター横
10：50〜11：00 中 原 八 幡 神 社
11：10〜11：30 上 中 分 館 前
13：00〜13：10 南 島 八 幡 神 社
13：20〜13：30 王 子 神 社
13：40〜14：00 柳 島 老 人 ル ー ム
14：10〜14：40 横 見 消 防 詰 所 前
14：50〜15：00 横 見 児 童 遊 園 前

26
日
㈮

富　

岡

9：20〜 9：40 黒 津 地 八 幡 神 社 前
9：50〜10：10 王 子 バ ス 停 広 場

10：20〜10：30 住 吉 老 人 ル ー ム
10：40〜10：50 住 吉 町 住 吉 神 社
11：00〜11：20 日開野コミュニティセンター前
13：00〜13：20 西 新 町 木 下 家 具 店 前
13：30〜13：50 阿南青少年健全育成センター前
14：00〜14：20 正 福 寺 入 口
14：30〜14：50 阿 南 ひ ま わ り 会 館

　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
次の日程で犬の登録と予防注射を行っていますので、犬を飼っている方は、最寄りの
場所に必ずお出かけください。� 　料金 6,000 円（登録 3,000 円、注射 3,000 円）

生涯登録を済ませた飼い犬が死亡したとき、犬の所在地・
飼い犬が変わったときなどは届け出が必要です。
■問い合わせは　保健センター（☎２２‒１５９０）へ
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　春は出会いと別れの季節―。と、ひと言でいって
も人それぞれ。「人間は一生のうち逢うべき人には
必ず逢える。しかも、一瞬早すぎず一瞬遅すぎない
時に」 は、哲学者で教育者の森信三さんの言葉で
す。私は特に後半の節に心ひかれ、めぐりあわせの

不思議さを感じます。中島みゆきさんの「糸」という歌には、「縦
の糸はあなた　横の糸は私　逢うべき糸に　出逢えることを　人は
仕合わせと呼びます」とあります。「仕合わせ」とは「めぐりあわ
せ」という意味で、人と人とのつながりや絆を感じさせてくれます。
広報取材で多くの方とめぐりあえる私は「しあわせ者」 なのかもし
れません。
　表紙の写真は３月17日から漁が始まった椿泊の天然わかめです。
肉厚で香り高く、煮崩れしないのが特徴。地元でとれる旬の食材が、
私たちを口福（こうふく）にしてくれます。（山田）

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診
できます。
●休日昼間　9：00〜 17：00

４月の休日・夜間診療

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、阿
南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～ 22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎ 22‒1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）	

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
７日 村上内科外科医院 那賀川町 ☎ 42-3110

１４日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
２１日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎ 22-1313
２８日 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎ 44-3700
２９日 林整形外科 見能林町 ☎ 23-6060

 開催日　  時間　  場所　  予約受付　  問い合わせ先

４月の平日延長窓口
3日㈬、17日㈬　17：15～ 18：15　市役所本庁１階
●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
　　　　　　　　　　　� 市民生活課（☎２２－１１１６）へ
●納税相談　納税課（☎２２－１７９２）へ

～ 市税の納付は口座振替が安全で便利です ～

■固定資産税（第１期、全期）　■軽自動車税（全期）
納期限は、4月30日㈫です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口　２８日㈰ 8：30～17：00（市役所1階納税課）
問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

４月の市税

４月の相談

５月の市税スポーツ施設の４月の休館日
サンアリーナ（温水プール） １・８・１５・２２・３０日
那賀川スポーツセンター ３・１０・１７・２４日
羽ノ浦総合国民体育館 １・８・１５・２２・３０日
羽ノ浦健康スポーツランド １・８・１５・２２・３０日
県南部総合運動公園 ２・９・１６・２３・３０日

人口　77,279 人（−61）　世帯数 29,992 世帯（ー７）
（男）　37,270 人（−31）			 
（女）　40,009 人（−30）　

人口と世帯数

●平成25年２月末日現在
　カッコ内は前月対比
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法律相談（要予約）   4日㈭・18日㈭
 13：30 ～ 16：30　  市役所１階　市民相談室
 １ヵ月前から　  市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談   9日㈫・23日㈫
 9：30 ～ 11：30　  市役所１階　市民相談室
 市民生活課　☎ 22―1116

登記相談   　26日㈮
 14：00 ～ 16：00　  ひまわり会館１階
 市民生活課　☎ 22―1116

消費生活相談 平日開館
 9：30 ～ 16：30　  消費生活センター
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談 10日㈬
 13：30 ～ 16：00　
 加茂谷公民館・羽ノ浦地域交流センター（小会議室）
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

人権相談     10日㈬
 13：30 ～ 16：00　  ひまわり会館１階　相談室
 人権・男女参画課　☎ 22―3094

女性の生き方なんでも相談（要予約）
 2・9・16・23・30 日　 13：00 ～ 17：00
 12・26 日　 13：00 ～ 16：00
 市民会館２階　相談室　  随時
 男女共同参画室分室　☎ 22―0361

年金相談（要予約） 今月はありません
 9：00 ～ 15：30　  市商工業振興センター
 １ヵ月前から電話による完全予約制
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※５月の相談日は９日㈭です。

健康相談      5日㈮
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階
 保健センター　☎ 22―1590

栄養相談（要予約） 　18日㈭
 10：00 ～ 11：00　  ひまわり会館１階　  前日まで
 保健センター　☎ 22―1590

子育て家庭教育電話相談窓口
 月曜日～金曜日（祝日除く）　 9：00 ～ 12：00
 子育て家庭教育支援チーム　☎ 42―3885

心配ごと相談 　１日㈪･８日㈪・15日㈪・22日㈪
 10：00 ～ 15：00 　  市民会館内社会福祉協議会
 社会福祉協議会　☎ 23―7288
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い
つ
の
時
代
も
そ
の
迫
力
と
美
し
さ
で
人
々

を
魅
了
し
て
き
た
桜
。
そ
の
魅
力
を
地
域
お
こ

し
に
生
か
そ
う
と
、
阿
瀬
比
、
山
口
、
桑
野
、

内
原
の
４
町
の
住
民
で
組
織
す
る
桑
野
地
域
振

興
協
議
会
が
「
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
の
里
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
徳
島
県
南
部
健
康
運
動

公
園
内
に
植
え
ら
れ
た
桜
は
１
５
０
０
本
余

り
。
活
動
10
年
目
の
春
を
迎
え
、
幼
木
は
妖よ

う

艶え
ん

な
成
木
の
姿
を
現
し
始
め
て
い
る
。

　
平
成
19
年
５
月
、
公
園
内
に
野
球
場
が
オ
ー

プ
ン
し
た
こ
と
で
地
域
は
に
わ
か
に
活
気
づ
い

た
。「
地
元
の
誇
り
と
し
て
、
こ
の
公
園
を
日

本
一
の
桜
の
名
所
に
し
よ
う
」
と
地
域
に
呼

び
掛
け
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
。
日
本

桜
協
会
等
か
ら
の
支
援
も
あ
り
、
３
年
間
で

１
５
３
０
本
の
苗
木
が
集
ま
っ
た
。

　
桜
の
品
種
は
、
優
美
で
赤
い
花
が
特
徴
の
ベ

ニ
シ
ダ
レ
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
と
比
べ
て
管
理
に

手
間
が
か
か
る
が
「
日
本
一
を
め
ざ
す
な
ら
」

と
決
め
た
。
公
園
を
囲
む
よ
う
に
広
が
る
山
肌

を
７
つ
の
区
域
に
分
け
、
地
域
ご
と
に
植
樹
。

年
２
回
の
下
草
刈
り
に
は
延
べ
６
０
０
人
を
動

員
す
る
な
ど
、
一
大
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

　
住
民
の
先
頭
に
立
っ
て
桜
の
管
理
に
汗
を
流

し
て
き
た
会
長
の
谷
中
勝
信
さ
ん
（
70
歳
・
山

口
町
）
は
語
る
。「
地
域
の
連
帯
感
を
保
つ
た

め
に
は
、
住
民
が
寄
り
合
え
る
機
会
を
絶
や
さ

な
い
こ
と
が
大
切
。
そ
こ
に
は
夢
も
ほ
し
い
で

す
ね
。
地
域
の
方
々
に
は
、
下
草
刈
り
な
ど
で

大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
も
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
を
次
の
世
代
に
受
け
継

ぐ
た
め
。
桜
が
立
派
に
成
長
し
、
多
く
の
方
々

と
春
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
こ
と
を
夢
見
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
」。

　
全
国
津
々
浦
々
、
桜
の
名
所
と
呼
ば
れ
る
場

所
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
所
に
も
桜

を
愛
し
、
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
「
花
守
り

人
」
た
ち
が
存
在
す
る
。
桜
と
と
も
に
生
き
、

地
域
の
発
展
を
願
う
人
々
の
姿
は
、
そ
の
土
地

に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
枝
を
広
げ
よ
う
と

す
る
桜
と
重
な
る
。
地
域
の
夢
が
託
さ
れ
た
桜

が
、
公
園
一
帯
を
ピ
ン
ク
一
色
に
染
め
上
げ
る

日
が
待
ち
遠
し
い
。

植樹して２年間は支柱を立てて
成長を促す

濃いピンク色の花を
咲かせるベニシダレ

下草刈りのようす


